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番戸遺跡の紹介

番戸遺跡は、荒川右岸の河岸段丘上に形成された遺跡です。 2次にわたる調査で、

古墳時代の竪穴住居跡をはじめ、平安時代から中・近世の溝や土壊などが発見され

ました。このうち、平安時代の土壊からは、墨書された須恵器の坪が見つかりまし

た。近世の土堀からは、被熱した土壁状の土製品が出土し、お寺の区画を示すと考
どうこうじ

えられる溝も見つかったことから、伝承されている道光寺の火災の痕跡と移転を示

す具体的な手掛かりが得られました。ほかにも、近世の陶磁器や青銅製の錘、火縄

銃の玉などが見つかっており、道光寺に関連する人々の生活の跡であると考えられ

ます。



序

埼玉県では、県民の誰もが快適かつ安心•安全に利用できる公共交通網や道路

網の整備を進めるため、様々な施策を実施しております。この一環として、時間

が読める円滑な道路交通の実現のため、体系的な道路網の整備と総合的な交通渋

滞対策を推進しております。これらの施策は経済面のみならず、環境面にも寄与

するところが大きいと考えられます。

長瀞町大字岩田地内に計画された地方特定道路長瀞玉淀自然公園線整備工事も

その一環であります。用地内に埋蔵文化財の存在が確認されたことから、その取

扱いについて、埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課と慎重に協議を重ね

てまいりましたが、やむを得ず発掘調査を実施し、記録保存の処置を講ずること

となりました。発掘調査は、埼玉県県土整備部秩父県土整備事務所の委託を受け、

当事業団が実施いたしました。

発掘調査の結果、古墳時代後期の住居跡をはじめ、平安時代の墨書土器、中・

近世の竪穴状遺構や土壊などが発見されました。また、建物の区画溝と考えられ

る遺構や火を受けたと考えられる土壁状の土製品など、伝承されている旧道光寺

跡に関連すると考えられる遺構、青銅製の錘や火縄銃の玉なども発見されました。

本書はこれら発掘調査の成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保護、

普及・啓発の資料として、また学術研究の資料として広く御活用いただければ幸

いです。

最後に、本書の刊行に当たり、発掘調脊に関する調整に御尽力いただきました

埼玉県県土整備部秩父県土整備事務所をはじめ、埼玉県教育局市町村支援部生涯

学習文化財課、長瀞町教育委員会、道光寺、並びに地元関係者各位に厚くお礼申

し上げます。

平成24年1月

財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長藤野龍宏



例

1.本書は秩父郡長瀞町に所在する番戸遺跡第1

次調査及び第2次調査の発掘調査報告書である。

2.遺跡の略号と代表地番、発掘調査届に対する

指示通知は、以下のとおりである。

番戸遺跡第 1次調査 (BND1次）

埼玉県秩父郡長瀞町大字岩田字番戸809-1他

平成22年4月9日付け教生文第2-2号

番戸遺跡第2次調査 (BND2次）

埼玉県秩父郡長瀞町大字岩田字番戸734-1

平成22年5月19日付け教生文第2-14号

3.発掘調査は、地方特定道路（改築）整備工事

に伴う埋蔵文化財記録保存のための事前調査で

ある。番戸遺跡第1次および第2次調査は、埼

玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課が調

整し、埼玉県県土整備部秩父県土整備事務所の

委託を受け、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事

業団が実施した。

4.各事業の委託事業名は、下記のとおりである。

発掘調査事業第1次（平成22年度）

「地方特定道路 （改築）整備工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査」

発掘調査事業第2次（平成22年度）

「地方特定道路（改築）整備工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査」

整理報告書作成事業（平成2岱F度）

「地方特定道路（改築）整備工事（番戸遺跡埋

蔵文化財発掘調査業務委託） （整理）」

5.発掘調査・整理報告書作成事業はI-3に示

した組織により実施した。

言

番戸遺跡第1次の発掘調壺は、平成22年3月

30日から平成22年5月23日まで実施し、大屋

道則、大和田瞳が担当した。番戸遺跡第2次の

発掘調査は、平成22年5月24日から平成22年6

月30日まで実施し、大屋、大和田が担当した。

整理報告書作成事業は、平成23年9月1日か

ら平成23年11月30日まで実施し、大屋が担当し

た。平成24年1月25日に埼玉県埋蔵文化財調査

事業団報告書第387集として印刷・刊行した。

6.番戸遺跡の発掘調査における碁準点測量は、

有限会社ジオプランニングに委託した。

空中写真撮影は、株式会社東京航業研究所に

委託した。

7.発掘調査における写真撮影は調査担当者が行

い、出土遺物の写真撮影は整理担当者が行った。

8.出土品の整理・図版作成は整理担当者が行い、

赤熊浩一の協力を受けた。

9.本書の執筆は、 1-1を埼玉県教育局市町村

支援部生涯学習文化財課、縄文時代の遺構と遺

物を新屋雅明が、その他を大屋が行った。

10.本書の編集は大屋が行った。

11.本書にかかる諸資料は平成23年12月以降、埼

玉県教育委員会が管理・保管する。

12.発掘調査や本書の作成にあたり、下記の機関、

方々からご教示・ご協力を賜った。記して感謝

致します（五十音順・敬称略）。

道光寺長瀞町教育委員会

梅沢太久夫小澤守栗岡真理子 橋口定志



凡例

1.番戸遺跡第1次および第2次調査における

X・Yの座標は、世界測地系、国家標準平面直

角座標第IX系（原点北緯36゚00'00”、東経139°

50'00秒）に基づく座標値を示す。また、各挿

図に記した方位は、全て座標北を指す。

F-10グリッド北西杭の座標は、 X=14650.000 

m、Y= -63490.000m、北緯36゚07'47.8758”、

東経139゚07940.6035” である。

2.番戸遺跡第1次および第2次調査で使用した

グリッドは、国土標準平面直角座標に碁づく10

mXlOmの範囲を基本 (1グリッド）とし、調

査区全体をカバーする方眼を組んだ。

3.番戸遺跡第1次および第2次のグリッド名称

は、北西隅を基点とし、北から南方向にアルフ

ァベット (A・ B • C…)、西から東方向に数

字(1 • 2 • 3…）を付し、アルファベットと

数字を組み合わせ、例えばB-5グリッド等と

呼称した。

4.本書の本文・挿図・表・写真図版に記した遺

構の略号は、以下のとおりである。

SJ…住居跡 SD…溝跡 SK…土壊

S I…竪穴状遺構 P…ピット

5.本書における挿図の縮尺は、以下のとおりで

ある。但し、 一部例外もあり、それについては

図中に縮尺とスケールを示した。

全体図 1 : 140 1 : 400 遺構図 1 : 60 

縄文土器、石器 1 : 3 古銭 2 : 3 

須恵器、土師器、埴輪、土製品、陶磁器、金属製

品 1: 4 

金属製品の一部（火縄銃の玉、錘） 1 : 2 

6.遺物実測図の表記方法は以下のとおりである。

・疇黒塗りしたものは須恵器

・施釉された陶磁器は網10%、灰釉陶器は網

20%、かわらけの油煙は網30％を、それぞれ

にかけて示した。

7.遺構断面図に表記した水準数値は、全て海抜

標高／mとした。

8.土層注記の中の土壌構成粒子に関する大きさ

の記述は、直径／llllllとした。

9.遺物観察表の表記方法は以下のとおりである。

・ロ径・器高・底径はcm単位である。

・（ ）の数値は推定値、 ［ ］の数値は現存

値、それ以外の数値は計測値を示す。

．胎土は土器中に含まれる鉱物等のうち、特徴

的なものを記号で示した。

Aー赤色粒子 Bー白色粒子 Cー長石

D一角閃石 E一石英 F一雲母

Gー黒色粒子 Hー白色針状物質 Iー砂粒

子 kー小礫

・残存率は図示した器形に対する大まかな遺存

程度を％で示した。

・備考には出土位置、注記No.、調整や整形の特

徴などを記した。

10.本書に使用した地形図は、国土地理院発行l

/50000地形図、長瀞町地形図 1/2500を編集・

使用した。
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巻頭カラ一 番戸遺跡遠景 3 第1号住居跡遺物出土状況

番戸遺跡全景 4 第1号住居跡遺物出土状況

図版1 l 調査区遠景 5 第1号住居跡遺物出土状況

2 調査区遠景 6 第1号住居跡遺物出土状況

図版2 1 1、2、3区全景 7 第1号住居跡遺物出土状況
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3 第3号土壊 8 5区第7号ピット

4 第5号土壊 図版11 1 5区第19iサピット

5 第7号土壊 2 5区第21号ピット、第2伊｝土壊

6 第8、9号土壊 3 6区第5号ピット

7 第12号土堀 4 6 区第3~号ピット

8 第12号土壊遺物出土状況 5 第1、2号溝跡

図版7 1 第15、17号土堀 6 第3号溝跡

2 第16号土堀 7 第4号溝跡

3 第18号土堀 8 第5号溝跡

4 第1併｝土壊 図版12 1 グリッド（第7図1~3) 

5 第21号土壊 2 グリッド（第7図4)

6 第21号土壊遺物出土状況 3 グリッド（第7図5)

7 第22号士壊 4 グリッド（第7図6)

8 第22号土壊遺物出土状況 5 グリッド（第7図7)

図版8 1 第23号土堀 6 グリッド（第7図8)

2 第26号土壊 7 第1号住居跡（第9図1)

3 第切号土壊 8 第1号住居跡（第9図3)

4 第30、33号土壊 9 第1号住居跡（第9図4)

5 第31号土壊 10 第1号住居跡（第9図6)

6 第35号土壊、第3号ピット 図版13 1 第1号住居跡（第9図8)

7 第36、37号土壊 2 第1号住居跡（第9図9)

8 第45号土堀 3 第1号住居跡（第9図10)

図版9 1 1区第2号ピット 4 第1号住居跡（第9図11)

2 2区第33、34号ピット 5 第1号住居跡（第9図12)

3 3区第1号ピット 6 第1号住居跡（第9図13)

4 4区第13号ピッ ト 7 第1号住居跡（第9図14)

5 4区第14号ピッ ト 8 第1号住居跡（第9図15)

6 4区第16号ピッ ト 図版14 1 第2号住居跡（第11図1)

7 4区 第1併がこ゚ ット 2 第2号住居跡（第11図2)

8 4 区第2~号ピット 3 第2号住居跡（第11図3)

図版10 1 4区第28号ピット 4 第2号住居跡（第11図4)

2 4区第6、41号ピット 5 第3号住居跡（第12図1)

3 4区第44号ピット 6 第3号住居跡（第12図2)

4 4区第46号ピット 7 第3局住居跡（第12図3)

5 4区第51号ピット 8 第3号住居跡（第12図5)

6 4区第53号ピット 9 第3号住居跡（第12図6)

7 4区第54号ピット 10 第4号住居跡（第13図1)



図版15 1 第3号上壊（第15図11) 図版18 1 第21号土壊（第28図6)

2 第3号士壊（第15図12) 2 第21号土壊（第28図7)

3 第3号土城（第15図13) 3 第21号土壊（第28図8)

4 第3号土壊（第15図14) 4 第21号土壊（第28図9)

5 第5号土壊（第15図4) 5 第21号土壊（第28図10)

6 第5号土壊（第15図5) 6 第21号土壊（第28図11)

7 第5号土壊（第15図9) 7 第21局土壊（第28図12)

8 第5号土堀（第15図10) 8 第22号上壊（第28図13)

9 第12号土壊（第15図3) 9 第22号土壊（第28図14)

図版16 1 第1号竪穴状遺構（第16図1) 10 第22号土堀（第28図15)

2 第2号竪穴状遺構（第18図2) 図版19 1 第22号土壊（第28図16)

3 第2号竪穴状遺構（第18図3) 2 第22号土壊（第28図17)

4 第2号竪穴状遺構（第18図4) 3 第22号土壊（第28図18)

5 第2号竪穴状遺構（第18図7) 4 第22号土壊（第28図19)

6 第3号竪穴状遺構（第20図1) 5 第22号土壊（第28図1)

7 第3号竪穴状遺構（第20図2) 6 第21号土壊（第28図2)

8 第3号竪穴状遺構（第20図3) 7 第21号土壊（第28図3)

9 第4号竪穴状遺構（第22図1) 8 第21号土壊（第28図4)

10 第4号竪穴状遺構（第22図2) 9 第21号土壊（第28図5)

図版17 1 第9号土壊（第25図2) 図版20 1 2区第36号ピット（第31図1)

2 第1炉｝土壊（第27図1) 2 4区第3号ピット（第31図2)

3 第23号土壊（第27図2) 3 2区第301i引こ ッ゚ト （第31図3)

4 第3~土壊（第29図 1) 4 4区第16号ピット（第31図4)

5 第31号土壊（第29図2) 5 2区第15号ピット（第31図5)

6 第31号土壊（第29図3) 6 4区第49{引2ット（第31図6)

7 第45号土壊（第30図3) 7 4区第18号ピット（第31図7)

8 第45号土壊（第30図5) 8 2区第16号ピット（第31図8)

9 第45号土壊（第30図左7、右8) ， 6区第5号ピット（第31図10)
10 第45号土壊（第30図9)



1 発掘調代の概要

1 ■ 発掘調査に至る経過
埼玉県では、「ゆとりとチャンスの埼玉プラン」

における「総合交通体系を整備する」という基本

目標に基づき、本県の活力を高め、県民誰もが快

適かつ安心•安全に利用できる公共交通網や道路

網の整備を推進している。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課で

は、県が実施するこうした公共開発事業に係る埋

蔵文化財の保護について、従前より関係部局と事

前協議を重ね、調整を図ってきたところである。

県道長瀞玉淀自然公園線道路改築事業に伴う埋

蔵文化財の所在及び取り扱いについては、平成21

年9月11日付け秩整第906号で秩父県土整備事務

所長から照会があった。

生涯学習文化財課では、試掘による確認調査を実

施し、その結果、埋蔵文化財の所在が明確になっ

たことから、平成21年10月26日付け教生文第

1358-1号で次の内容の回答を行った。

1 埋蔵文化財の所在

名称： No.91遺跡 (No.46-091)

種別：集落跡

時代：奈良、平安

所在地：秩父郡長瀞町大字岩田地内

員数： l 

2 法手続

工事予定地内には、別図のとおり、上記の

埋蔵文化財包蔵地が所在しますので、工事を

行う場合には、工事着手前に文化財保護法第

94条の規程による発掘通知を提出してくださ

しヽ。

3 取り扱いについて

別図「発掘調査を要する区域」について、

工事計画上やむを得ず現状を変更する場合に

は、記録保存のための発掘調査を実施してく

ださしヽ。

同「工事に着手して差し支えない区域」に

ついては、工事中に新たに埋蔵文化財を発見

した場合は、直ちに工事を中止して、取扱い

について埼玉県教育局市町村支援部生涯学習

文化財課と協議してください。

秩父県土整備事務所と当課は、埋蔵文化財の保

存について協議を重ねたが、現状保存は困難との

結論に達したため、記録保存の措置を講ずること

になった。また、発掘調査は財団法人埼玉県埋蔵

文化財調査事業団が受託することになった。

埼玉県知事から提出された発掘通知（文化財保

護法第94条）に対する県教育委員会教育長からの

勧告は、平成22年4月2日付け教生文第4-127号

で行われた。
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発掘調査は2回に分けて実施され、財団法人埼

玉県埋蔵文化財調査事業団理事長から提出された

発掘調査届（文化財保護法第92条）に対する県教

育委員会教育長からの指示は、平成22年4月9日

付け教生文第2-2号と平成22年5月19日付け教生

文第2-14号で通知した。

（埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課）



2.発掘調査・報告書作成の経過
(1)発掘調査

番戸遺跡は、平成22年度に 2次にわたる発掘調

査が実施された。第1次調査は、平成22年3月30

日から平成22年5月23日まで実施した。調査面積

は381而である。

4月上旬に発掘事務所を設置し、重機による表

土の掘削を開始した。4月中旬から人力による遺

構の確認作業に入り、 4月中旬に基準点測量を実

施した。確認された遺構については順次精査を行

い、土層断面図、平面図等の図面を作成し、遺構

の写真撮影を行った。また、 5月中旬に高所作業

車による遺跡の俯諏撮影を行った後、 5月下旬に

埋め戻しを行った。

第2次調査は、平成22年5月24日から平成22年

6月30日まで実施した。調査面積は376而である。

初めに調査区のおよそ半分を対象として、 5月下

旬から表土を掘削し、検出された遺構の精査を行

い、土層断面図、平面図等の図面を作成した。6

月中旬に高所作業車による遺跡の俯諏撮影が終わ

ったあと、埋め戻しと隣接区域の表土掘削を実施

し、引き続いて検出された遺構の精査、土層断面

図、平面図等の図面を作成した。6月下旬に航空

写真撮影を行った後、埋め戻しと器材の撒収、発

掘事務所の撒去および事務所用地の復旧を行い、

全ての作業を終了した。

(2)整理報告書作成

整理報告書作成作業は、平成23年9月1日から、

平成23年11月30日まで実施した。

9月当初から出土遺物の水洗・注記を行った後、

上旬から接合・復元作業に着手した。接合 ・復元

が終了した遺構から順次土器破片を抽出し、拓

本・ 実測作業を開始した。遺物は機械実測 (3ス

ペース、オルソイメージャーなど）を利用して、

素図や写真から実測図を完成させた。拓本が終了

した遺物から、順次断面図を作成した。

遺構図の作製は、遺物の作業と並行して行った。

図面整理と修正を経て第二原図を作成した。第二

原図はスキャナーでコンピューターに取り込んだ

後に、画像ソフトを用いて遺構図のトレース・土

層説明等のデータを組み込んで編集作業を実施し、

遺構図版の版下を作成した。

10月からは、遺物実測図のトレースを行った。

トレースが完了した遺物から、遺構ごとに遺物図

版組みを開始し、 11月上旬にこの作業を終了した。

10月中旬から遺構・遺物図版の割り付けと原稿

執筆に着手した。また、遺物写真撮影を行った後

に、遺構写真を選択し、写真図版の割り付けに着

手し、コンピューター内で編集を行った。

11月中旬に原稿執箪を終え、編集作業を行った。

また、遺物や図面・写真等の記録類を整理・分類

し、収納作業を行った。

3回の校正を経て、平成以年1月25日に報告書

を刊行した。

なお、図面や写真などの記録類や遺物は、 11月

末に整理・分類の上、埼玉県文化財収蔵施設の収

蔵庫へ収納した。
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3.発掘調査・報告書作成の組織
平成22年度（発掘調査）

理 事 長 藤野龍宏 調査部

常務理事兼総務部長 萩本信隆 調 査 部 長 小野美代子

総務部 調査部副部長 昼間孝志

総務部副部長 金子直行 主幹兼調青第一課長 富田和夫

総 務 課 長 田中雅人 主 査 大屋道則

主 事 大和田瞳

平成2咲利度（報告書作製）

理 事 長 藤野龍宏 調牡部

常務理事兼総務部長 根本 勝 調 査 部 長 小野美代子

総務部 調査部副部長 鍛持和夫

総務部副部長 金子直行 主幹兼整理第一課長 細田 勝

総 務 課 長 矢島将和 主 査 大屋道則
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11 遺跡の立地と環境

1.地理的環境
埼玉県秩父郡長瀞町は、埼玉県の北西部にあり

秩父盆地の入り口部に位置している。

甲武信峠や雲取山に源流を持つ荒川は、秩父盆

地内に流れ込む水のほとんどを集め、盆地の出口

から北上を続け、長瀞町野上で東向きに流路を変

えて北武蔵台地、荒川低地へと流下する。

長瀞町は、北西側の上武山地と南東側の外秩父

山地に挟まれた荒川によって形成された、幅の狭

い河岸段丘よりなっている。

番戸遺跡の立地する長瀞町岩田周辺も、荒川右

岸に発達した河岸段丘が見られ、この河岸段丘上

には、多くの遺跡が残されている。

荒川の左岸側では、比較的山地の傾斜が緩やか

であるが、番戸遺跡が位置する荒川右岸では、河

岸段丘の幅が狭く、 一方は荒川によって形成され

た断崖、もう一方は外秩父山地外延の山々によっ

て囲まれた細長いわずかな平地が、住生活の基盤

および移動 ・輸送経路として長年に亘って利用さ

れ続けている。

遺跡周辺では、山際からの湧水により、地表面

は比較的湿潤であるが、平坦面の地山は、薄い表

士の下が山側から流れ込んだ砂礫層となっている。

番戸遺跡は、荒川が東向きに大きく弧を描いて

流路を変えつつある部分の右岸に立地している。

この部分での標高は127m、河岸段丘の幅は、お

よそ300mである。

［
し

＿

□□ DD  
山地凹地 丘陵 台地低地

. I. .  
ー・/)，，  
・_,.;,..ノ 9..,・ ―’

-ヽ・

20km 

第 1図埼王県の地形
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2.歴史的環境
現在、幹線道路である国道140号線や秩父鉄道

は荒川の左岸を通っており、右岸の県道長瀞玉淀

自然公園線は、通勤や行楽などに積極的に利用さ

れている。

幅の狭い河岸段丘上に立地するこれらの道路は、

秩父長瀞地域と荒川中下流域を結ぶ重要な路線で

ある。既に縄文時代から、この地域の特産物であ

る緑泥片岩や滑石類は遺跡周辺を経由して運搬さ

れていたと考えられる。縄文時代には、緑泥片岩

は石皿や石棒、石剣の材料として、中世には板石

塔婆の材料として利用され、広範囲に流通してい

る。滑石類についても、現在では中国からの輸入

品を加工する工場が僅かに残っているに過ぎない

が、かつては大きな産地であった。縄文時代から

古墳時代にかけては各種の装飾品や祭祀品として

さかんに用いられており、中 •近世では温石（お

んじゃく）石として加熱しで懐炉に利用され、

近・現代では蝋石として箪記材料にされたり、粉

砕して潤滑剤として利用されたりしている。また

秩父地域は、和銅や金の産地としても有名である。

以下では縄文時代から近世までの歴史的な環境

について概観する。

周辺地域では、皆野町三角穴半洞窟（23)、勝

負沢岩陰（22)、妙音寺遺跡（15)、長瀞町大日陰

遺跡 (9)など、縄文時代草創期から早期にかけ

ての遺跡が見られる。

縄文時代前期では、長瀞町宮沢遺跡（11)、皆

野町大背戸遺跡（18)、駒形遺跡（19)、寄居町南

大塚遺跡（33)、美里町羽黒山古墳群 (43)、白石

城遺跡（42)、普門寺西山遺跡（39)、など花積下

層式期から諸磯式期の遺跡が散在している。

中期では、長瀞町宮沢遺跡（11)、野上駅前遺

跡（12)、六道遺跡（13)、川面遺跡（5)、寄居

町増善寺遺跡（34)、中野遺跡（2)等が見られ

るが、いずれも小規模な集落である。

後晩期には、石棒、石剣の製作跡ではないかと

考えられている中野遺跡 (2)が、今回の調査地

点の南西側500mに位置している。また、皆野町

大背戸遺跡（18)、駒形遺跡（19)等もこの時期

の遺跡として著名である。

古墳時代の集落はあまり知られておらず、小規

模な集落が点在していたと考えられる。今回の調

査区からも 7世紀代の住居跡が検出されており、

当該期の集落が調査区の北側に多少の広がりを持

って分布していると予想された。

平安時代には、勅旨牧である岩田牧が当該地域

に置かれていた可能性があり、調査区も牧の一部

である可能性が高いと予想されたが、牧の所在を

示す具体的な資料は得られなかった。

中世では、対岸やや東側の矢那瀬地区の地形が、

陣見山の急斜面によって険しいことから、当該調

査地点が位置している岩田地区は、寄居と秩父を

結ぶ幹線路であったと考える。記録に残された

様々な中世の歴史的な事象の影響を受けながら、

人々の暮らしが営まれていたと考えられる。

当地域は、 14世紀以前は岩田氏の領地であった

が、 14世紀初頭に阿保氏の領地になり、 15世紀代

には藤田氏の支配が始まった。

16世紀半ばには秩父一乱が、後半には武田信玄

の秩父侵入が発生し、 二度の戦乱に巻き込まれた。

その後16世紀後半以降は、北条氏の支配に入るこ

ととなる。竪穴状遺構は、このような時代の人々

の生活の跡と考えられる。

その後、 17世紀以降は徳川幕府の旗本領となっ

たが、 17世紀の初めは寺請制度によって各地に多

数の寺院が成立している。道光寺の開基は更に

100年を経た18世紀初頭と考えられる。区画溝や

根石を持った柱穴、土壊やピットの大半はこの時

期以降のものであり、享保年間の火災と宝暦年間

の現在地への移転を裏付けるものである。
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第 2図周辺の遺跡
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m 遺跡の概要
番戸遺跡は、荒川が秩父盆地を出て北から大き

＜弧を描いて東向きに変わる地点の右岸、河岸段

丘上の長瀞町大字岩田字番戸809番地 1他に位置

する。

今回の調査地点は、ススキで有名な道光寺の正

面道路の拡張部分にあたり、標高約127mの河岸

段丘上にある。道光寺は、18世紀頃に火災で焼失

したとの伝承があり、今回検出した遺構の主要部

分も、この道光寺との関係が濃厚なものであった。

第39図からも明らかなように、調査区の北側に

道光寺が見られ、南側には旧山門と伝えられる大

木と石碑や板碑が見られる。

調査区全体を見通すと、まず、第1~4号溝跡

の南北方向の溝、そして 3区と 4区の境界に見ら

れた浅い溝が注目される。この溝に囲まれた内側

には、多くの土壊やピットが認められ、特に根石

を持ったピットが数多く検出された。この溝の内

側が区画された寺院の範囲と考えると、溝の外側

には竪穴状遺構が分布し、中 ・近世の陶磁器類が

多く出土していることから、生活空間であった事

がわかる。つまり、東側の3区と 4区の境界に見

られた第7号溝跡と、西側の第1号溝跡に囲まれ

た内側が、旧道光寺に関連した宗教的な空間であ

り、そこから検出された根石を持つピットは、旧

道光寺に関連した施設であると見ることができる。

ただし、調査区の幅が狭いために、その配列から

建物を復元することはできなかった。

また、調査区内からは、焼土層や整地層は認め

られなかったが、道光寺の火災に関連したと考え

られる遺構としては、第21、22号土壊が注目され

る。これらの土壊は、底面に溝が巡る特殊なもの

であり、内部には、被熱した壁土と考えられる土

製品が大量に投げ込まれた状態で埋没していた。

特異な遺物としては、青銅製の錘をあげること

ができる。竿秤の構造を考えると、計測する対象

物は錘の20f音を越えることはないと考えられるの

で、錘の現存質量が56gであることから、最大で

も1kg程度の計量に用いられたと考えられる。何

らかの特産物の秤量を行うためのものであろう。

一方、東側を 3区と 4区境界の溝、西側を第 1

号溝跡で想定した寺院の区画に対して、この外に

存在するのは第1~3区であり、ここでは、中・

近世の竪穴状遺構が4基検出された。地山は礫層

であり、覆土の遺存状態も悪かったため、その性

質を詳細に検討することができなかったが、 18世

紀から19世紀にかけての日常雑器が出土しており、

居住空間であったことが想定できる。また、前者

の寺院空間に見られた根石を持つピットも、この

1区から 3区にかけては認められないことからも、

このことが裏付けられる。

特異な出土遺物としては、火縄銃の玉と考えら

れる金属製品があげられる。成分は鉛であり、長

瀞という地域を考えると、近世の狩猟に用いられ

た可能性が考えられる。

岩田の牧については、立地条件から考えると、

今回の調査地点が該当している可能性があるが、

検出可能な関連施設である柵列や掘立柱建物跡な

ど、具体的な遺構は確認できなかった。ピット、

土壊墨書土器なども、具体的な関連を示すもの

ではなかった。

古墳時代後期7世紀代の住居跡は、 1軒のみ検

出された。調脊区の北側荒川寄りに広がっている

可能性がある。

縄文時代の遺物も、中期後半や後期中葉の土器

や石器が若干検出されたのみで、南西に500mの

距離にある中野遺跡のような緑泥片岩を原料とし

た石棒、石剣の製作などに関連した遺物は認めら

れなかった。
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第3図遺跡位置図
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IV 
遺構と遺物

1 ■ 縄文時代の遺構と遺物
(1)グリッド出土の縄文時代遺物（第 7図）

番戸遺跡では、縄文時代と断定できる遺構は検

出できなかったが、表土および遺構の覆土から、

少量の縄文土器と石器が検出された。

第7図に、縄文土器と石器を示した。

1は平口縁の深鉢形土器であり、口辺部に横位

の隆帯を施し、上位を無文帯とし、下位にLRの

縄文を施す。加曽利Eill式である。

2は紐線文が施された上器の口縁部破片である。

加曽利B1式である。

3は縦位の沈線文が施された胴部の破片である。

後期前葉のものである。

4は黒曜石製の剥片である。両側縁に微細剥離

痕が認められる。

5は頁岩製の剥片で、右側縁に連続的な加工が

認められ、スクレイパーの可能性が高い。

6は、安山岩製と考えられる石皿の破片である。

全周が欠損し、全体の形状等は不明である。

7は、ホルンフェルス製の分銅形打製石斧であ

る。表面の風化がかなり進んでおり、細かい調整

剥離はほとんど観察できなかった。

8は、ホルンフェルス製の磨石である。表裏面

にスリ面が観察できるとともに、中央部に敲打に

よる緩やかな窪みが認められる。
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2.古墳時代から平安時代の遺構と遺物
(1)住居跡 住居跡の形態は台形で、規模は東西方向で検出

番戸遺跡では、古墳時代の住居跡が 1軒、平安 範囲の最大幅6.5m、南北方向で3.6m、深さ50cm

時代の住居跡が3軒検出された。 であった。柱穴の可能性が想定できるピットを 9

第1号住居跡（第8、9図） 本検出した。p1~3、7、8は30cm程度の深さが

第1号住居跡は、第1区B-20グリッドで検出 あり、 P4~6、9は20cm程度の浅いものであっ

された。住居跡の北側1/2程度は、調査区外のた た。いずれにも柱痕は認められなかった。

め調査できなかった。他遺構との重複は認められ 調査区内からは、カマドや焼土などは検出でき

なかった。長軸方位はN-66°-Eであった。 なかったので、これらの施設は調査区外に存在し
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ていると推定した。

住居跡の覆土には、大量の礫があたかも投げ込

まれたような状態で含まれていた。住居跡周辺の

地山にも、分布密度は低いものの同質の礫が含ま

第1表 第1号住居跡出土遺物観察表（第9図）

れていたことから、当該住居跡が廃絶された後に、

周辺で活動していた人々が、住居跡の窪地に不要

な礫を投げ込む行為を行い、この行為が、窪地が

ある程度埋没するまでの間、継続したと推定した。

図 種別 器種
口径 裔ロロ古向 底径

胎土
残存率

焼成 色調 図版 備考/cm /cm /cm ／％ 

1 土師器 坪 (12.9) [4.4] AHIK 25 普通 橙 12-7 No.111 ヘラケズリ

2 土師器 坪 (13.0) (3.7] AEHI 5 普通 橙 No.77 器表面摩滅している

3 土師器 杯 (13.9) (3.4] EIK 10 普通 灰黄褐 12-8 No.22 

4 土師器 坪 (12.8) 3.6 ACIK 10 普通 にぶい黄橙 12-9 No.35 ヘラケズリ

5 土師器 坪 (13.6) [3.8] ACHIK 5 普通 橙 No.206 ヘラケズリ

6 土師器 坪 (13.8) [3.2] ACHUK 5 普通 褐灰 12-10 

7 土師器 坪 (12.0) [3.1] HI 5 普通 橙 器面摩滅していて調整不明

8 土師器 坪 (13.0) [2.8] HIK 10 普通 にぶい赤褐 13-1 ヘラケズリ， 土師器 坪 (12.8) (2.2] EHIK 10 普通 にぶい黄橙 13-2 A 

10 土師器 小型壺 (14.0) (2.0] AHIK 10 普通 にぶい黄橙 13-3 

11 土師器 甕 (16.0) [13.0] BEHUK 25 普通 橙 13-4 No.200 ヘラケズリ

12 土師器 甕 (23 5) [8.9] AHK 5 普通 にぶい褐 13-5 No.115,192 ヘラケズリ

13 土師器 甕 10.0 EHi 25 普通 赤褐 13-6 No.49 ヘラケズリ

14 土師器 甕 [8.9] 5.4 AEHIK 80 普通 にぶい褐 13-7 ヘラケズリ 手持ちヘラケズリ

15 土師器 甕 [7.8] (9.5) ABCEHI 40 普通 橙 13-8 No.95 ナデ後幅狭のエ具によるナデ

三 □
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戸 可

人
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第9図 第1号住居跡出土遺物
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第9図に、第1号住居跡出土遺物を示した。

1~9は模倣坪である。1~7は口辺部が外反

する形態で、 l、4~ 6は有段坪である。 8はロ

辺部が内屈する坪である。 10は小型壺である。

11、12は、長胴甕の口縁部であり、 11は口縁が

短く胴部がやや張り出している。12は口縁部が大

きく外反して、胴部は緩やかに小さくなる形態の

ものである。

13は長胴甕の胴部破片である。 14、15は、丸甕

の底部破片である。 14の外面にはヘラケズリが認

められる。 15は器肉が分厚く、外面には棒状のエ

具によるナデが認められた。

いずれも7世紀代の土師器と考えられる。

第2号住居跡（第10、11図）

第2号住居跡は、第3区D• E-13・14グリッド

で検出された。長軸方位はN―鉛°-Eであった。

住居跡の北側と南側のそれぞれ1/3程度は、調

査区外のため確認できなかった。第3号住居跡と

入れ子状に重複し、これを壊していた。また、第

l、43号土壊と重複し、 これらに壊されていた。

住居跡の形態は方形で、規模は東西方向で検出

範囲の最大幅6.3m、南北方向で2.2m、深さ20cm

であった。柱穴の可能性が想定できるピットを数

本検出したが、住居跡との関係は判断できなかっ

P16は深さが35cm程度あり、第2号住居跡の

柱穴と考えられるが、反対側にあるP62は浅く、

た。
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ローム質ブロック（径 10)やや多拭

炭化物微鼠焼土粒子微鼠

ローム質粒子やや多醤

炭化物微屈

第10図 第2、3号住居跡
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良好な組合せにはならなかった。また、 P17とP

58は深さが不揃いであり、特にP58は痕跡程度で

あったため、柱穴とは断定できなかった。

調壺範囲からは、カマドや焼土などは検出でき

なかったため、北側かあるいは南側の調査区外の

範囲に存在していると考えた。

第11図に第2号住居跡出土遺物を示した。

l ~3は、須恵器坪である。いずれも焼成が不

十分で、器面は橙褐色を呈し、表面は風化して脆

弱となっている。

4は、土師器甕の底部である。図示範囲の1/5

程度しか残存しておらず、表面もやや風化してい

た。

三 三／，

： N
 

：` 

三

゜
10,cm 
1 :4 

第11図 第2号住居跡出土遺物

第2表 第2号住居跡出土遺物観察表（第11図）

第3号住居跡（第10、12図）

第3号住居跡は、第2号住居跡と入れ子状態で

重複してD• E-14グリッドで検出された。住居

跡の南側は、調査区外のため確認できなかった。

長軸方位はN-63°-Eであった。住居跡の形態

は方形で、規模は南北方向で検出範囲の最大幅

1.3m、東西方向で2.6m、深さ10cmであった。柱

穴や付属施設は、明らかにできなかった。

第12図に第3号住居跡出土遺物を示した。

1 ~4は須恵器坪であり、 2は黒紫色で焼成が

強い。5は土師器甕、 6は須恵器甕である。

□□―ー／ ＼二言ロラ／
冗三三丁三三v3

¥――干―一疇／4

畠
5
 

ロニロニ 'し

゜
10cm 
＇ 1 :4 

第12図 第3号住居跡出土遺物

図 種別 器種
口径 益ロロ古向 底径

胎土
残存率
焼成 色調 図版 備考

/cm /cm /cm ／％ 

1 須恵器 杯 (12.0) [2.5] ABEHIK 5 普通 にぶい橙 14-1 SJ2 No.8 3区酸化焔焼成

2 須恵器 高台付婉 [2.9] 7.4 AHIK 75 良好 にぶい橙 14-2 SJ2 No.4 3区No.l回転糸切貼付裔台

3 須恵器 杯 (13.8) [2.4] AHK 10 普通 にぶい黄 14-3 SJ2 一括

4 土師器 甕 [4.7] (4.0) ACEHIK 20 普通 暗褐 14-4 SJ2 No.2 3区

第3表 第3号住居跡出土遺物観察表（第12図）

図 種別 器種
口径 器晶 底径

胎土
残存率
焼成 色調 図版 備考

/cm /cm /cm ／％ 

1 須恵器 坪 (12.9) [2.7] AHIK 5 普通 褐 14-5 SJ3 No.8 

2 須恵器 坪 (14.0) [3.41 AEI 15 良好 灰赤 14-6 SJ3 No.12 3区

3 須恵器 坪 (13.0) [1.9] AIK 5 普通 灰黄褐 14--7 一括 3区

4 須恵器 高台付婉 [1.3] IK 20 晋通 黄灰 3区 No.18 回転糸切

5 土師器 小型甕 (12.0) [6.8] ACEHI 20 普通 橙 14-8 SJ3 No.3 ヘラケズリ

6 須恵器 甕 (22.0) [3 6] EI 5 良好 灰 14-9 No.10 3区
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第4号住居跡（第13、14図）

第4号住居跡は、第3区D• E-13グリッドで

検出された。

長軸方位はN-65°-Eで、東西方向5.2m、南

北方向が検出範囲の最大幅で2.0m、深さ10cmで

あった。他の住居跡との重複は認められなかった。

また、第45号土壊と重複していたが、新旧関係は

明らかにできなかった。

平面形態はやや不整形で、調査範囲からは台形

と考えられた。北側と南側は調査区外のため確認

できなかった。住居跡内の西側床面上には、壁に

接して、 P21、67、68が認められたが、位置や深さ

から、柱穴とは考えられなかった。また、西側の

床面上には、住居跡内の施設と考えられる段差が

認められたが、第45号土壊による撹乱のため、詳

細は明らかにできなかった。

第13図に第4号住居跡の出士遺物を示した。

第4表 第4号住居跡出上遺物観察表（第13図）

1は羽釜の口縁部の微細な破片である。図示範

囲の1/10程度しか残存していなかった。

2は土師質土器の底部の微細な破片である。外

面には糸切りが認められた。

3は須恵器高台付坪の底部破片である。図示範

囲の1／碍口斐しか残存していなかった。

第4号住居跡の出士遺物はいずれも微細な破片

であり、住居跡への帰属関係は必ずしも明確では

なかったが、 10世紀代の住居跡と考えた。

ローニロ
｀―-三 2

：ニニロ~ 1
→ 3 

゜
10cm 
l : 4 

第13図 第4号住居跡出土遺物

図 種別 器種
口径 窃ロロー品 底径

胎上
残存率
焼成 色調 図版 備考

/cm /cm /cm ／％ 

1 瓦質陶器 羽釜 (28.6) [4.4] HIK 10 普通 にぶい褐 14-10 6号 タテアナ

2 土師質土器 杯 [0.9] (5.8) AHIK 55 普通 にぶい褐 SI6 6号タテアナ 底部回転糸切

3 須恵器 高台付婉 [1.6] (7.2) AHIK 20 普通 にぶい黄橙 3区 6号タテアナ 貼付高台

調査区域外

SK4S s」4
⑭ 

・
 

E
8
.
L
a
v
 

_B.、一

調査区域外

B 1273m 

P21 

B' 
-----------r----=------

C 127.Bm C' ． ．  

P68 P67 

” ゜
s J4 
ピット 21

l 暗褐色 ローム状粒子やや

多量
焼士粒子少屈
炭化物微鑓

2 暗黄褐色 ローム状粒子少量

2m  

＇ 1 :60 

第14図第 4号住居跡
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(2)土壊（第15図）

番戸遺跡では、平安時代と考えられる土壊が3

基検出された。

第3号土堀

第3号土壊はC-17グリッドで検出された。軸

方向はN-78°-Eで、平面形態は楕円形であった。

第3号土壊 第5号土壊 、～～第12号土城

A-0/A  Aーロ ＿A SK¥［］：ロ
A1273m A 'A』 73m _A'A」74m _ A' 

三 □ 冒
SK 3 
l 暗褐色 軽石少旦

焼士粒子少屈
2 暗褐色 焼士粒子少屈

砂質
3 暗黄褐色砂層地山

第3号土城

ざ

SK 5 SK I 2 
1 暗黄褐色 ローム状粒子少星 1 暗黄褐色 ローム状粒子微屈

炭化物微屈 炭化物微屈

2 暗褐色 ローム状粒子微岱 焼土粒子微俎

炭化物微債焼士 2 暗褐色 砂粒主体

粒子少m 炭化物微只

3 暗褐色 ローム状粒子少口
炭化物微景

゜
2m 
＇ 160 

第5号土壊

/ ¥  

I 
_A_ I oーやi‘V  4 I V d V I _A_' 

SK 12 

こ 1

｀＝三ニー72
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第15図 第 3、5、12号土壊・出土遺物
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規模は長軸0.9m、短軸0.7m、深さ0.4mであった。

出土遺物を第15図11~14に示した。

11、12は土師器甕である。いずれも口縁部の破

片である。11は口端部が内屈している。12は口唇

部外面に沈線が認められる。13は須恵器甕である。

14は須恵器羽釜である。13は器肉が赤褐色を呈し

ている。9世紀後半の所産と考えられる。

第5号土堀

第5号土壊は、 C-17グリッドで検出された。

軸方向は、 N-80°-Eであった。平面形態は不

整形で、規模は、長軸1.lm、短軸0.9m、深さ0.5

mであった。出土遺物を第15図4~10に示した。

4~7は土師器甕である。4、5は口縁部の小破

片であり、図示範囲の1/5程度しか残存していな

かった。6、7は底部であり、やはり小破片で図

示範囲の1/5程度しか残存していなかった。8は

須恵器蓋である。9、10は須恵器坪である。9は

第5表第3号土壊出土遺物観察表（第15図）

図 種別 器種
口径 益ロロ吉回 底径

胎土
/cm /cm /cm 

11 土師器 甕 (18.4) [5.7] CHIK 

12 上師器 甕 (22.6) [8.2] ACEHIK 

13 須恵器 甕 (29.0) [9.0] AEIK 

14 須恵器 羽釜 [9.2] IK 

第6表第5号土壊出土遺物観察表（第15図）

図 種別 器種
口径 益ロロ吉阻 底径

胎士
/cm /cm /cm 

4 士師器 甕 (20.9) [3.6] ACHIK 

5 土師器 甕 (22.0) [4.0] ACHI 

6 土師器 甕 [2.1] (4.0) CHIK 

7 土師器 甕 [2.4] [7.0] ACEHIK 

8 須恵器 芸皿 (18.9) [2.0] AEIK 

， 須恵器 坪 (14.0) [3.0] ABEHI 

10 須恵器 坪 (10.8) 3.5 (6.0) ABHIK 

第7表 第12号土堀出土遺物観察表（第15図）

図 種別 器種
口径 器画 底径

胎士
/cm /cm /cm 

1 須恵器 蓋 (17.5) [2.5] AEIK 

2 須恵器 坪 (12.8) [1.8] AHIK 

3 須恵器 坪 (12 6) 3.6 6.0 HIK 

残存率

／％ 

10 

10 

5 

10 

残存率

／％ 

10 

10 

20 

25 

10 

5 

25 

残存率

／％ 

10 

10 

50 

帯黄灰色を呈し、焼成が不十分で器面に風化が認

められた。9世紀前半の所産と考えられた。

第12号土塀

第12号土壊は、 C-17グリッドで検出された。

軸方向は、 N-54°-Eであった。平面形態は楕

円形であった。規模は、長軸l.Om、短軸0.7m、

深さ0.3mであった。遺物は検出できなかった。

出土遺物を第15図1~3に示した。

1は須恵器蓋である。2、3は須恵器坪である。

2は図示範囲の1/10程度の微細な破片である。3

は図示範囲の1/2程度残存していた。口縁部外面

に判読できない墨書が認められた。

口縁部外面下半分は粘土がやや分厚くなってお

り、須恵器制作時に円柱上部に浅い皿状の受けを

作り、その内側に口縁となる粘土紐を貼り付けて

成形した痕跡と考えられる。9世紀前半の所産と

考えられた。

焼成 色調 図版 備考

普通 明赤褐 15-1 ヘラケズリ

普通 にぶい赤褐 15-2 No.2 

良好 灰 15-3 No.1 2区

普通 灰 15-4 No.4 2区

焼成 色調 図版 備考

普通 明赤褐 15-5 No.24 

普通 明赤褐 15-7 No.5 

普通 にぶい赤褐 15-8 No.19 ヘラケズリ 底部ヘラケズリ

普通 にぶい赤褐 15-5 No.15 

良好 灰 15-6 No.4 

普通 にぶい黄橙 No.2 2区

良好 暗灰黄 No.9 2区

焼成 色調 図版 備考

良好 灰 回転ヘラケズリ

普通 灰

普通 灰 15-9 No.l外面に墨書あり回転ヘラケズリ
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3 ■ 中・近世の遺構と遺物
(1)竪穴状遺構

番戸遺跡では、中近世の竪穴状遺構が4軒検

出された。これらは、住居跡の可能性が高いと考

えられた。

第1号竪穴状遺構（第16、17図）

第1号竪穴状遺構は、第2区C-16・17グリッ

ドで検出された。

長軸方位はN-60°-Eで、南北方向3.4m、東

西方向が検出範囲で3.3m、深さ25cmであった。

第2号竪穴状遺構と重複し、これに壊されてい

た。また、第 1号、 7号、11~13号土壊、P30等と

重複していた。新旧関係は必ずしも明確にはでき

なかったが、断面の土層観察により、第7、12、13

号土壊を壊していたと判明した。

、 1

□□2 

0 10cm 
' . ' 1. 4 

第16図 第1号竪穴状遺構出土遺物

第16図に第1号竪穴状遺構の出土遺物を示した。

1は美濃椀で、上部は灰釉、下部は鉄釉が見ら

れた。18世紀後半以降のものと考えられる。図示

範囲の1／園口度の小破片である。

2は素焼きの鉢である。風化が著しく、断面の

胎土は粉状となって指先に付着する。図示範囲の

1/10程度の微細な破片である。1と同様に18世紀

後半以降のものである。

O
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B 1283m B' C 127.4m C' 
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S I I 
］ 暗褐色亜円礫（径5)少俎 ローム状粒子やや多

炭化物微紐

゜
2m 
＇ 1 : 60 

第17図第 1号竪穴状遺構
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第2号竪穴状遺構（第18、19図）

¥j)1 心第2号竪穴状遺構は、第2区C-16・17グリッ

ドで検出された。

ピ (/3長軸方位はN-60°-Eで、東西方向6.7m、南

北方向が検出範囲で2.6m、深さ25cmであった。

口／第1号、 3号竪穴状遺構と重複し、第1号竪穴

状遺構を壊し、第3号竪穴状遺構に壊されていた。

また、第8~1侶号土堀と重複していた。 GJ7 
第18図に第2号竪穴状遺構の出土遺物を示した。 c ゜

0コ璽璽 0 
| 

1は焙烙、 2、3は伊万里碗、 4は美濃の鉢で
` 5 
` 6  

゜ある。 2は被熱していた。 5、6は煙管の雁首、 7
゜

10cm 

゜
5cm 

14 12 

は火縄銃の玉である。径は12mm程度で周辺部は多

少腐食していた。いずれも19世紀代のものである。 第18図 第2号竪穴状遺構出土遺物
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F 127.4m _E' Gm.4m G' H 1274m H' l 1274m l‘ ・- - ・ ・- -・ 
P40 

言 I]ピット 16
l 暗褐色 ローム状粒子少量

焼土ブロックやや多星
炭化物ブロック（径 10)やや多
竪穴状遺構籾土に似る

2 暗黄褐色砂質 ローム状粒子少量
焼土プロック（径 10)少m

ピット 17
1 暗褐色 ローム状粒子やや多量

焼土プロック少呈
竪穴状迫構四土に似る

2 暗黄褐色砂質 ローム状粒子少屈

三
P26 • so 

冒 I
ピット 38• 39 • 40 
1 暗褐色 ローム状粒子少屈

炭化物（径5)やや多

焼土粒子少屈
竪穴状迫構閉土に似る

2 暗褐色 ローム状粒子少量
炭化物微塁

3 暗黄褐色 ローム状粒子少屈
炭化物微磁

焼士粒子微紐

S I 2 
l 暗褐色 ローム状ブロック（径 10)少鼠

焼土プロック（径5)やや多
炭化物 (5~10)多旦

ピット 67
2 暗褐色 ローム状ブロック（径5~10)少量

炭化物やや多
ピット 68

3 黄褐色砂粒主体炭化物少呈焼士粒子少呈

ピット 26• 50 
1 暗褐色 白色粒子やや多量

ローム状粒子少量
炭化物微量
焼土粒子微少

2 暗黄褐色 ローム状ブロック（径5)やや多

焼土粒子微量

3 暗褐色 ローム状プロック（径5)多
しまり強い

第19図第 2局竪穴状遺構
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第3号竪穴状遺構（第20、21図）

第3号竪穴状遺構は、第2区C-15・16、D-16

グリッドで検出された。

長軸方位はN-69°-Eで、東西方向5.7m、南

北方向が検出範囲で2.6mであった。

2号竪穴状遺構と重複し、第2号竪穴状遺構を

壊していた。 P26、50が壁面

1は銅緑釉の皿である。互いに接合しない破片

を、図示範囲の1/3程度検出した。 18世紀後半か

ら19世紀のものである。 2はすり鉢の口縁部の

微細な破片である。やや古く17世紀のものである。

3は江戸時代の内耳鍋の大型破片で、図示範囲の

1/年渡残存していた。

付近で重複していた。

床面全体から柱穴の可能性

があるピットを 7本検出した。

第20図に第 2号竪穴状遺構

の出土遺物を示した。
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第20図 第3号竪穴状遺構出土遺物
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S l 3 
1 暗褐色 白色粒子・焼土粒子・炭化物多昆
ピット 18
l 暗褐色 ローム状粒子少品炭化物微旦
ピット 19
1 暗褐色 軽石（径 1)少獄

ローム粒子少屈
2 暗黄褐色 ローム状ブロック（径 IO~20)少足

炭化物微塁焼土粒子微m
ピット 20
l 暗褐色 ローム状粒子微俎
2 黄褐色 砂粒主体ローム状粒子少旦

ピット 21
l 暗褐色 ローム状粒子少姐
2 暗黄褐色 ローム状粒子少紐

亜円礫（径 10)少匡
ピット 25
I S I 3毅土
2 S I 2塑士
3 暗黄褐色 ローム状プロック（径 10~20)少紺

炭化物やや多屈
4 暗褐色 砂粒主体
5 黄褐色 ローム状粒子少屈炭化物微瓜

焼土粒子微屈しまり強い

ピット 42
1 暗褐色

ピット 43
1 暗褐色

D 127.4m D' 
・- P19 —• 

冒

｀ 
l 127.4m 

白色粒子少紺ローム状粒子少員
炭化物微屈

ローム状ブロック（径5~10)やや多ほ
炭化物微焼土粒子やや多屈
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第21図第 3号竪穴状遺構
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第4号竪穴状遺構（第22、23図）

第4号竪穴状遺構は、第3区D-14・15グリッ

ドで検出された。

長軸方位はN-64°-Eで、東西方向3.7m、南

北方向が検出範囲で1.9mであった。

他の竪穴状遺構との重複は認められなかった。

また、第16号土壊と重複し、これを壊していた。

竪穴状遺構の床面から、柱穴の可能性が考えら

れるピッ トを7基検出した。この中で、

14は比較的深く35cm程度の掘り込みが認められた

PlO、11、13、15は比較的浅かった。

竪穴状遺構の北側と東側は、調査区外のため調

が、

査できなかった。従って、全体の1/4程度しか確

認できておらず、形態や付属施設など、詳細を明

らかにする事はできなかった。
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第23図
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第22図に第4号竪穴状遺構の出土遺物を示した。

1は美濃灰釉碗の微細な口縁部破片である。 18

世紀後半から19世紀のものである。

2は鉛釉小皿の口縁部の微細な破片である。や

や占く16世紀前半のものである。

以上のように、竪穴状遺構は2区から 3区にか

けて4碁検出した。時期はいずれも18世紀後半か

ら19世紀にかけての遺物が主体的に出土しており、

伝承による道光寺の焼失移転後の時期に該当する。

宗教的な遺物は出土しなかった。
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第4号竪穴状遺構出土遺物

S I 4 
A-A' 
l 暗褐色 ローム質粒子少量

炭化物（径 10)多贔
焼土（径 10~20)多量

ピット 9~II 
l 暗褐色 ローム質ブロック（径3)少量
2 暗黄褐色 ローム質プロック（径3~5)

多目炭化物微旦
ピット 12
l 暗褐色 ローム質プロック（径 10)少旦

焼土プロック（径 10)少昴
炭化物（径 10)少凪

暗黄褐色 ローム質プロック（径5~20)
多絨炭化物微紐

ピット 13• 14 
1 暗褐色 ローム質粒子少凪炭化物少鼠

焼士粒子微紐

ローム質粒子やや多鼠
炭化物微岳焼土粒子微磁

ローム質ブロック（径 10)多俎
炭化物微茄焼士粒子微磁

砂質層
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暗褐色

暗褐色

地山

F 19706m _F,、

冒
゜

2m 
＇ 1 : 60 

第4号竪穴状遺構
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(2)溝跡（第24図）

番戸遺跡では、中 •近世の溝跡が 7 条検出され

た。いずれも南北方向の延長は、調査区外のため、

調在できなかった。いずれの溝も、遺物は検出で

きなかったが、覆土の状況から中 •近世と判断した。

第1号溝跡

第1号溝跡は、第6区H6グリッドで検出され

た。西側は調査区外のため調査できなかった。方

位はN-25°-Wで、深さは約15cmであった。

第2号溝跡

第2号溝跡は、第6区H6 • 7グリッドで検出さ

れた。方位はN-21°-Wで深さは約15cmであった。

第3号溝跡

第3号溝跡は、第6区H7グリッドで検出され

た。方位はN-25°-Wで深さは約30cmであった。

第4号溝跡

第4号溝跡は、第6区H7グリッドで検出され

た。方位はN-23°-Wで深さは約15cmであった。

第5号溝跡

第5号溝跡は第6区G8 • 9グリッドで検出さ

れた。方位はN-28°-Wで深さは約10cmであった。

第6号溝跡

第6号溝跡は、第6区G9グリッドで検出され

た。方位はN-21°-Wで深さは約5cmであった。

第7号溝跡

第7号溝跡は、第4区E12グリッドで検出され

た。東側は調査区外のため調査できなかった。方

位はN-32°-Wで深さは約10cmであった。
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SD I 
l 黒茶色砂粒を多醤焼士・ 炭化物

SD2 
l 黒茶色砂粒を多拭焼土・ 炭化物

SD 3 
1 黒褐色砂粒 焼土 ・炭化物少呈

黄色粒子
2 黒褐色砂粒焼土 ・炭化物少磁
3 黒褐色砂粒焼土・ 炭化物少俎

SD4 
l 黒茶色砂粒焼士 ・炭化物少鼠
2 黒茶色砂粒 焼土・炭化物少鼠

SD5 
1 黒茶色砂粒 焼土 ・炭化物少鼠
2 黒茶色砂粒 焼土 ・炭化物少届

黄色粒子
3 黒茶色砂粒焼土 ・炭化物少鼠

毀色粒子

゜
2,m 
1 : 60 

第24図第 1~7号溝跡
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(3)土堀（第25~30図）

番戸遺跡では、中•近世の土壊が42甚検出された。

第1号土堀（第25図）

C-17グリッドで検出された。軸方向はN-

83°-wであった。平面形態は不整形であった。

規模は長軸2.4m、短軸1.4m、深さ0.7mであった。

第2号土城（第25図）

B-18グリッドで検出された。軸方向はN-

21°-wであった。平面形態は楕円形であった。

規模は、長軸1.5m、短軸1.lm、深さ0.5mであった

第4号土壊（第25図）

B • C-18グリッドで検出された。軸方向は

N-47°-Wであった。平面形態は円形であった。

第1号土壊 第2号土壊
調査区域外

A 

A 127.3m 

511 

A' 

第7号土城

調査区域外 ー
A' 

第8・9号土壊 I 
I 

A＿＼ゞ：II( 戸］）＾〗＼＿A ＇

A 127.4m A' 

A 127.3m A' ・ • 

皇
SK6 
l 暗褐色 軽石やや多量

炭化物微呈亜円礫少屈

2 暗褐色 軽石やや多星
炭化物微拭亜円礫少屈

3 暗黄褐色砂質

SK7 
l 暗褐色 ローム状粒子少景

炭化物微屈
2 暗鼓褐色砂質

A
 

A 127.3m 

_A' 

三

SI 2 

A' 

規模は、長軸0.8m、短軸0.7m、深さ0.4mであった。

第6号土堀（第25図）

C-7グリッドで検出された。軸方向はN-

73°-Eであった。平面形態は楕円形であった。

規模は、長軸0.5m、検出範囲短軸0.3m、深さ0.3

mであった。

第7号土堀（第25図）

C-17グリッドで検出された。軸方向はN-

38°-wであった。平面形態は不整形であった。

規模は、長軸0.8m、短軸0.6m、深さ0.3mであった。

第8号土壊（第25図）

C-16グリッドで検出された。軸方向はN-

35°-Eであった。平面形態は不整形であった。
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3 暗褐色 ローム状粒子少品

炭化物多趾焼土粒子多誠

SK 10 
l 暗褐色 ローム状粒子微品

炭化物微鼠焼土粒子微鼠

2 暗黄褐色 ローム状粒子やや多紐
しまり強い

第6号土堀

二 三＿Aー／
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゜
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1 : 60 

SK I 
l 灰褐色 砂質
2 灰褐色 砂質

SK2 
l 暗褐色 軽石多量

ローム状粒子少星
炭化物微量

2 暗褐色 ローム粒子少星
炭化物微量

3 暗黄褐色 ローム状粒子少獄
ローム状粒子やや多い
炭化物微贔

4 暗褐色 ローム状粒子少屈

5 暗黄褐色 ローム状粒子多員
炭化物微鼠

6 暗褐色 砂質ローム状粒子少量
炭化物微鑓
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゜
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第25図 第1、2、4、6~10号土壊・出士遺物
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規模は、長軸0.9m、短軸0.7m、深さ0.2mであった。

第9号土塀（第25図）

C-16グリッドで検出された。軸方向はN-

55°-Eであった。平面形態は不整形であった。

規模は、長軸1.lm、短軸0.7m、深さ0.4mであっ

た。遺物は、 18~19世紀のものと考えられる唐津

の鉢を検出した。

第10号土壊（第25図）

C-17グリッドで検出された。軸方向はN-

80°-Eであった。平面形態は不整形であった。

規模は、長軸1.0m、短軸0.6m、深さ0.2mであった。

第11号土塘（第26図）

C-17グリッドで検出された。軸方向はN-

68°-Eであった。平面形態は方形であった。規

模は、長軸1.lm、短軸0.6m、深さ0.lmであった。

第13号土堀（第26図）

C-17グリッドで検出された。軸方向はN-

20°-Eであった。平面形態は円形であった。規

模は、長軸0.7m、短軸0.6m、深さ0.3mであった。

第14号土堀（第26図）

E-13グリッドで検出された。軸方向はN-

60°-Eであった。平面形態は円形であった。規

模は、長軸l.Om、短軸0.9m、深さ0.3mであった。

第15号土堀（第26図）

D-14グリッドで検出された。軸方向はN-

50°-Eであった。平面形態は円形であった。規

模は、長軸1.lm、検出範囲で短軸0.7m、深さ0.5

mであった。

第16号土堀（第26図）

D-14・ 15グリッドで検出された。軸方向は、

N-65°-Eであった。平面形態は楕円形であっ

た。規模は、長軸1.2m、短軸l.lm、深さ0.5mで

あった。

第17号土壊（第26図）

D-14グリッドで検出された。軸方向はN-

62°-Eであった。平面形態は楕円形であった。

規模は、長軸0.8m、検出範囲で短軸0.3m、深さ

0.6mであった。

第18号土壊（第26図）

D-14グリッドで検出された。軸方向はN-

62°-Eであった。平面形態は円形であった。規

模は、長軸1.0m、検出範囲で短軸0.5m、深さ0.2

mであった。

第43号土堀（第26図）

D-14グリッドで検出された。軸方向はN-

20°-wであった。平面形態は不明であった。規

模は、長軸検出範囲で0.7m、検出範囲で短軸0.6

m、深さ0.lmであった。

第19号土堀（第27図）

F-11グリッドで検出された。軸方向はN-

88°-Eであった。平面形態は不明であった。規

模は、長軸2.lm、短軸2.2m、深さ0.8mであった。

遺物は、 17世紀と考えられる美濃の皿を検出した。

第20号土塀（第27図）

E • F-10グリッドで検出された。軸方向は、

N-20°-Wであった。平面形態は円形であった。

規模は、長軸検出範囲で0.5m、短軸0.6m、深さ

0.3mであった。

第21号土壊（第27、28図）

F-11グリッドで検出された。軸方向はN-

63°-Eであった。平面形態は円形であった。規

模は、長軸1.9m、検出範囲で短軸0.9m、深さ0.5

mであった。底面には、溝が巡っていた。覆土か

ら大量の壁土状上製品と陶磁器類が出土した。第

28図に出土遺物を示した。2は肥前系磁器の碗で

ある。3は京焼系陶器の碗である。4は磁器碗で

ある。5は焙烙である。いずれも18世紀代後半の

遺物である。壁土状土製品については第V章3節

で後述する。第21号土壊は、形態、出土遺物とも

に第22号土壊と類似していた。

第22号土堀（第27、28図）

E-12グリッドで検出された。軸方向はN-

60°-Eであった。平面形態は円形であった。規

模は、長軸1.5m、検出範囲で短軸0.8m、深さ0.4

-26-



第 11号土城

A 127.4m A' ． ．  
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：ローSI A 
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麟
第17号土城

＿Aーロ/-
A l276m 

SK 11 
1 暗黄褐色軽石少泣

ローム状粒子少星 炭化物微屈

SK 13 
l 暗褐色 ローム状粒子少呈

炭化物微屈

2 暗黄褐色 ローム状粒子多呈

3 暗褐色 砂粒主体亜円礫少呈

A' 

第 14号土城

Aーロロ
A 127.Sm A' 

三
第18号土城

＿Aーロt_
A 127.5m A' ． ．  

三
SK 14 
1 暗褐色 ローム質粒子やや多屋

炭化物少量焼土粒子微呈

2 暗褐色 ローム質粒子少紐炭化物微鼠

3 暗褐色 ローム質粒子やや多塁

炭化物やや多焼土粒子微罰

SK 15 
1 暗褐色 軽石多屈

ローム状粒子多量

亜円礫少呈
2 暗褐色 軽石多悶

ローム状粒子多星 焼土粒子少鼠

3 暗黄色 ローム状粒子やや多足炭化物微鼠

A 

第 15号土壊

／
 

A 1916m A' ． ．  

冒
第43号土堀

A 127.6m A' ． ．  

疇
゜
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SK 16 
l 黒褐色 ローム質粒子やや多量

焼土粒子多只
炭化物多呈

2 暗褐色 ローム質粒子少呈
焼土粒子少鼠炭化物微量

SK 17 
l 暗褐色 ローム質粒子少屈

2 暗褐色 ローム質粒子少品

第26図第11、13~18、43号上壊

mであった。底面には、溝が巡っていた。覆上か

ら大量の壁土状土製品と少量の陶磁器類が出土し

た。第28図に出土遺物を示した。 1はかわらけで

ある。壁土状土製品については、第21号土壊出土

遺物と供に第V章3節で後述する。

第23号土壊 （第27図）

E-12グリッドで検出された。軸方向はN-

60°-Eであった。平面形態は円形であった。規

模は、長軸1.0m、検出範囲で短軸0.5m、深さ0.8

mであった。遺物は、 17世紀と考えられる内耳鍋

を検出した。

第24号土塀（第27図）

E-12グリッドで検出された。軸方向はN-

3 °-Eであった。平面形態は不整形であった。

規模は、長軸0.8m、短軸0.6m、深さ0.2mであった。

第25号土壊（第切図）

E-12グリッドで検出された。軸方向はN-

56°-Eであった。平面形態は楕円形であった。

規模は、長軸0.7m、短軸0.6m、深さ0.2mであった。

第26号土堀（第切図）

E-12グリッドで検出された。軸方向はN-

62°-Eであった。平面形態は楕円形であった。

規模は、長軸1.5m、短軸1.0m、深さ0.4mであった。

遺物は、覆土から寛永通宝を検出した。
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第 19号土城

：：：：：： 

A' 

IA-ロ
第

A
.

A' 
SK24 SK2S 

三員SK21 I 灰色土 不均一近代の挫乱
11 黄褐色土やや不均ー 中近世の表土
l 黄褐色土 やや不均ー 11眉を主体

炭化物（径5~20)
SK19 焼土（径2~50 礫（径2~50)
1 鼓褐色士 やや不均ー 中近世表士を主体 2 黄褐色土やや不均ー 1}芭に比して、焼士が多い

シルト質ローム（径5~50) 焼土（径2~50)多屈 シルト質ローム
2 黄褐色士 やや不均ー 地山礫（径5~30) 2屁成分は全体に黒色化

シルト質ローム（径io~20). 3 黄褐色土 やや不均ー 2屈に比して全体に黒色化
炭化物（径2~5) 焼土（径2~4)微齢 4 黄褐色土 やや不均ー 1層に同じ
地山礫（径5~30) II陪成分が全体に黒色化している

3 黄褐色土 やや不均ー 1眉に同じ 5 黄褐色土 やや不均ー 1庖に炭化物が混入したもの 4
1屈に比して径5mm前後の小礫が極少団 炭化物（径2~50)多B

4 黄褐色土やや均ー 2陪に同じ シル ト質ローム主体 ピット 53
5 黄褐色土やや均ー 2屑に同じ シルト質ローム主体 6 黄褐色士均ー 中近世表土を主体

4屑に比してローム少ない シルト質ローム（径5~30)
6 黄褐色土やや均ー 1屑に同じ焼土不含 炭化物（径5~20)焼土不含
7 黄褐色土 やや均ー 中近世表土を主体 7 黄褐色士均ー 中近世表士を主体

シルト質ローム（径5~50) 焼士・炭化物少紐
炭化物（径2~10) 焼土（径2~3)少紐 SK26 
礫はあまり含まない 1 暗褐色士 ローム質粒子少足炭化物

8 黄褐色土やや均ー 中近世表土を主体 ゃや多磁粘性有り
シルト質ローム（径2~3) 2 暗黄褐色士 ローム質ブロック少紺粘性有り
炭化物（径 l~2)少磁 3 暗褐色 砂粒多含
焼土 （径2~5)少屈

A 128.lm 

第20号土堀

こ□＿：一調査区域外

Al28.om 

石

第 24• 25号土壊

A' 

冒

A 127.8m 

SK20 
1 黄褐色土やや均ー 中近世表土主体

シルト質ローム（径5~20)多屈
シルト質ロームと表土が半々

2 黄褐色士 やや均ー 1屑よりローム少ない
3 黄褐色土 やや均ー 1屁に同じ

1陪よりローム少ない
4 黄褐色土やや不均一 6陪に同じ

6岡に比してややローム少なく新鮮
展の上下にローム質土有り

5 躁褐色土 やや不均ー 中近世表土を主体
シルト質ローム（径2~5)
炭化物（径2~3)

6 黄褐色土やや不均ー 中近世表土主体
シルト質ローム（径5~50)多屈
旧表土よりもローム多い

SK24・25 
1 暗褐色土 ローム質粒子少屈炭化物微屈
2 暗黄褐色土 ローム質プロック（径5~20)

炭化物微屈
3 暗褐色土 ローム質粒子少屈均質
4 暗褐色土 炭化物微屈均質

ー

A 128.lm 

第26号土

A 127.8m A' 

SK27 
］ 暗黄褐色 白色粒子多獄炭化物微拭
2 暗褐色 ローム質ブロック（径5)少屈

炭化物（径5)少屈
3 暗褐色 ローム質ブロック（径5~20)

少凪炭化物微紐

SK 19 

□三二1
S K23 

第 22i:::
A 128.lm 

第 27号土城

A 127.Bm A' 

口

第28号土城

＼ 

A_`_A  

A m.9m 

SK26 ~ 

A' 

SK22 
1 黄褐色土やや不均ー 中近世表士主体

焼士（径 10~20) 炭化物（径5~
10) 
砂礫（径2~20)

2 黄褐色土やや不均ー 中近世表土主体
焼士（径5~20)
炭化物（径5~20) 細砂（径2~5)

3 黄褐色土 やや不均ー 2陪に比して焼土炭化物
を多く含
]]居起源の土は少ない

黄褐色土やや不均ー 中近世表士を主体
炭化物（径5~20) 焼士地山

5 灰色砂 やや不均一灰色の砂陪
6 黄褐色土均ー 中近世表土を主体

シルト質ローム（径5~30)
炭化物（径5~20) 焼土不含

7 地山
8 黄褐色土 均ー 11陪に比してやや明るい

SK28 
1 暗黄褐色土 ローム質粒子少旦炭化物

微量
2 暗黄褐色土 ローム質プロック（径5)

少屈炭化物微団

一
、 ーニ

3cm 
| | | 2 3 

ロ ］／＿ーロ
O 10cm 

1 : 4 

第27図 第19~28号土堀・出土遺物
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第28図第21、22号土壊出土遺物

第27号土堀（第27図） 第28号土城（第27図）

F-11グリッドで検出された。軸方向はN- F-11グリッドで検出された。軸方向はN-

18°-Eであった。平面形態は不整形であった。 63°-Eであった。平面形態は不整形であった。

規模は、長軸l.lm、短軸0.9m、深さ0.4mであった。 規模は、長軸0.8m、短軸0.6m、深さ0.3mであった。

-29-



第29号土壕（第28図）

G-9グリッドで検出された。軸方向はN-

27°-Eであった。平面形態は長方形であった。

規模は、長軸0.5m、短軸0.3m、深さ0.lmであった。

第30号土城（第28図）

F-11グリッドで検出された。軸方向はN-

7°-wであった。平面形態は不整形であった。

規模は、長軸l.lm、検出範囲で短軸1.3m、深さ

0.4mであった。遺物は、 17世紀と考えられる美

濃の天目茶碗を検出した。漆継ぎが認められた。

第31号土堀（第28図）

E • F-11グリッドで検出された。軸方向は、

N-63°-Eであった。平面形態は円形であった。

規模は、長軸1.9m、検出範囲で短軸1.lm、深さ

0.6mであった。遺物は、 17世紀と考えられる唐

津の大皿と、 17~18世紀と考えられるスリ鉢を検

出した。

第32号土塀（第28図）

F-11グリッドで検出された。軸方向はN-

19°-wであった。平面形態は楕円形であった。

規模は、長軸0.9m、短軸検出範囲で0.8m、深さ

0.2mと、検出範囲で長軸0.8m、短軸0.9mであった。

第33号土堀（第28図）

F-11グリッドで検出された。軸方向はN-

84°-wであった。平面形態は不明であった。規

模は、長軸0.7m、短軸検出範囲で0.5m、深さ0.9

mと、検出範囲で長軸0.5m、短軸0.7mであった。

第34号土塘（第28図）

H-7グリッドで検出された。軸方向はN-

60°-Eであった。平面形態は長方形であった。

規模は、長軸0.8m、短軸0.4m、深さ0.lmであった。

第35号土堀（第28図）

G-8グリッドで検出された。軸方向はN-

85°-Eであった。平面形態は楕円形であった。

規模は、長軸0.8m、短軸0.4m、深さ0.2mであった。

第36号土壊（第28図）

G・H-8グリッドで検出された。軸方向は

N-7°-Wであった。平面形態は円形であった。

規模は、長軸0.5m、短軸0.5m、深さ0.3mであった。

第37号土堀（第28図）

G-8グリッドで検出された。軸方向はN-

59°-Eであった。平面形態は楕円であった。規

模は、長軸0.7m、短軸0.6m、深さ0.2mであった。

第38号土壊（第28図）

G-9グリッドで検出された。軸方向はN-

38°-Eであった。平面形態は方形であった。規

模は、長軸0.8m、短軸0.7m、深さO.lmであった。

第39号土城（第28図）

F・G-9グリッドで検出された。軸方向は

N-1°-Eであった。平面形態は長方形であっ

た。規模は、検出範囲で長軸0.6m、短軸0.5m、

深さO.lmであった。

第40号土堀（第28図）

G-9グリッドで検出された。軸方向はN-

85°-Wであった。平面形態は円形であった。規

模は、長軸0.7m、短軸0.6m、深さ0.4mであった。

第41号土壊（第28図）

G-9グリッドで検出された。軸方向はN-

7°-wであった。平面形態は不整形であった。

規模は、検出範囲で長軸1.3m、短軸0.9m、深さ

0.2mであった。

第42号土堀（第28図）

G-9 ・10グリッドで検出された。軸方向は、

N-59°-Eであった。平面形態は楕円形であっ

た。規模は、長軸0.6m、検出範囲で短軸0.5m、

深さ0.5mであった。

第44号土壊（第28図）

F-11グリッドで検出された。軸方向はN-

62°-Eであった。平面形態は円形であった。規

模は、長軸2.lm、確認範囲で短軸1.0m、深さ0.1

mであった。

第45号土堀（第29図）

D • E -13グリッドで検出された。軸方向は、

N-67°-Eであった。平面形態は楕円形であった。
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SK40 
1 暗褐色 ローム質粒子やや多呈

SK37 炭化物微団

1 暗褐色 ローム質粒子やや多量 2 暗褐色 ローム質粒子少星

2 暗黄褐色焼土粒子少量均質 焼土粒子微星

3 暗褐色 均質ローム粒子少且

SK38 
l 暗褐色 ローム質やや多量焼土 SK41 

2 暗黄褐色 ローム粒子少塁 1 暗褐色 ローム質粒子少屋

小礫多屋砂粒少鼠

SK39 2 暗褐色 ローム質粒子やや多醤

l 暗褐色 ローム質粒子やや多屋 炭化物微呈礫多旦

SK35 SK44 

1 暗褐色 ローム粒子多爵 l 暗黄褐色白色粒子少慕焼土粒

子少爵

SK36 2 暗褐色 白色粒子少塁炭化物

l 暗褐色 ローム質粒子やや多旦 やや多星

焼土粒子少量礫少呈 焼土粒子やや多鼠

冒 麟胃□
゜

2m  

1 : 60 

Am.9m A' 
SK32 
1 暗褐色 ローム質粒子少貝

2 暗褐色 ローム質粒子多量

焼土粒子少届

SK34 
1 暗褐色 ローム質粒子少星

S K31 

S K30 

＼ 

＼三言：／
゜

10,cm 
1 4 

第29図 第29~42、44号土堀・出土遺物

-31-



翠綱凶窟本 露嶺凶固本

勺 1 田~I 冑 m・ 
}稔瓢| SK45 

1 暗黄褐色軽石（径 1)多塁
炭化物やや多m
焼土粒子やや多獄

ロ） 
<l " 
置

2 暗褐色 ローム質粒子やや
多昴

s」4 炭化物やや多磁
焼土粒子少磁

3 暗褐色 ローム質プロック

S K45 
g 叫

（径 10~2)やや
多足炭化物微屈

焼土粒子微屈
(l) 

4 暗褐色 ローム質ブロック器紅凶窟本 匿桐凶窟不
（径 10)少屈
炭化物微紐

5 暗黄褐色 ローム質ブロック
（径 10~30)多屈
炭化物（径 10)微屈

． C 127.6m _<:;' 
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第30図 第45号土壊・出土遺物

規模は、長軸2.5m、短軸検出範囲で2.0m、深さ0.6

mであった。

遺物は、覆土から投入状態の大量の礫とともに

陶磁器類、鉄滓、羽口、石臼を検出した。

l、2はかわらけ、 3は内耳鍋、 4、5はすり鉢

の胴下半から底部、 6は火鉢の底部である。いず

れも16世紀代前半の遺物である。7は羽口、 8は

鉄滓、 9は石臼である。

-32-



(4) ピット（第31~38図）

番戸遺跡では、ピットが293基検出された。

殆どのピットからは、遺物が検出されなかった

が、遺物が出土しているピットおよび他遺構の覆

土と、遺物が出土しなかったピットの覆土を比較

対照し、中•近世のものと判断した。

ピットの中には、根石を持つものが比較的多く

見られた。

根石を持つものを16基検出した。1区、 3区、

6区では認められず、 2区では第13号ピット、 4

区では第13号ピット、第14号ピット、第16号ピッ

ト、第1併号ピット、第28号ピット、第44号ピット、

第46号ピット、第51~56号ピット、 5区では第7

号ピット、第1~ピット等であった。
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ピッ ト3
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1 暗黄褐色 ローム質粒子少紐 亜円礫 （径5)少屈

ピッ ト4 2 暗褐色 ローム質粒子（径 5)少量亜円礫 （径 5~10)やや多

1 暗褐色 ローム質粒子 （径 5)少窟炭化物微団 地山砂質

ピッ ト5
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第31図 1区第 1~7号ピット・出土遺物
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゜ピット 1

1 黄褐色 ローム状粒子やや多炭化物微屈
2 暗黄褐色亜円礫少量

ピット 2
1 暗黄褐色 ローム状粒子やや多

ローム状粒子少醤 軽石やや多
2 暗褐色 焼土粒子微鼠炭化物微量均質

ピット 3
1 黄褐色 ローム状粒子やや多

軽石やや多焼士粒子少量
2 暗黄褐色 ローム状粒子少鑓炭化物微屋均質

礫下層に多く含む

ピット 4
l 黄褐色 ローム状粒子少呈軽石微量
2 暗黄褐色炭化物微呈

ピット 5• 6 
l 黄褐色 軽石少足
2 黄褐色 ローム状粒子やや多焼土粒子微星
3 暗黄褐色 ローム状粒子少蟄
4 暗褐色 ローム状粒子微景均質

ピット 7
l 暗褐色 軽石やや多焼土粒子少屈
2 暗褐色 ローム状粒子少量
4 暗黄褐色 ローム状粒子やや多

ピット 8
l 黄褐色 軽石 ・焼土粒子少屈炭化物微量

ピット 9 • 10 
l 暗褐色 ローム状粒子少量炭化物微鼠
2 暗褐色 ローム状粒子少塁均質
3 暗黄褐色 軽石・ローム状粒子やや多
4 暗黄褐色 ローム状粒子やや多砂粒少贔

2m 
160 

ピット 11
l 暗褐色 ローム状粒子少塁均質

ピット 12
l 暗黄褐色 ローム状粒子少呈焼土粒子微量
2 暗褐色均質

ピット 13
1 黄褐色 ローム状粒子少量亜円礫少量
2 暗褐色 砂質

ピッ ト14
l 暗黄褐色軽石少量
2 暗褐色 ローム状粒子少呈
3 暗黄褐色砂質亜円礫少星

第32図 2区第1~14号ピット
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これらの根石を持つピットは、通常の建物では

なく、寺院などの建築物であると考えられる。こ

のことは、冒頭に記した道光寺の焼失・移転の伝

承と整合する。

現場の調査時と整理作業時に、ピットの配列に

ついて規則性の有無の検討を行ったが、建物跡の

具体的な形態を復元できる並び方は、見いだせな

かった。

根石を持つピットについては、ある程度の重さ

を支える柱が想定可能であり、寺院などの柱の痕

跡と考えられるため、配列が識別できるはずであ

る。今回、番戸遺跡の調査区内で具体的な配列が
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三誓攣疇瓢
ピット 15
1 暗褐色 ローム状粒子少屈炭化物微量

2 暗黄褐色砂粒多鼠焼士粒子微量

ピット 22
1 暗褐色 ローム状粒子やや多炭化物微貝

ピット 23
1暗褐色 ローム状粒子（径5~20)・炭化物やや多軽石（径

l以下）少鼠

ピット 24
1 暗褐色 竪穴状追構の投土に似ている 炭化物・焼土やや多

ローム状粒子少岳

2 黄褐色 黄色土粒子少屋炭化物微屈

3 暗褐色 炭化物少阻

4 黄褐色 白色粒子やや多炭化物微屈

ピット 27
1 暗褐色 軽石（径 1以下）多屈炭化物微俎 しまり強い

ピット 28
1 暗褐色 軽石（径 l以下）多量炭化物微姐 しまり強い

亜円礫（径 15)含む

2 暗褐色 ローム状粒子少鼠炭化物微届焼土粒子多俎

ピット 29
l 暗褐色

口 冒□量I゜
2m 
1. 60 

軽石（径 1以下）多呈 ローム状粒子少品炭化物微鼠

ピット 30
1 暗褐色 ローム状粒子多屈砂粒やや多焼土粒子微呈

ピット 31• 32 
1 暗褐色 ローム状粒子（径5~10)多姐焼士粒子・炭化物微紐

2 暗黄褐色砂粒多呈 ローム状粒子少紋炭化物微屈
3 暗褐色 ローム状粒子多鼠炭化物微屈

ピット 33• 34 
1 暗黄褐色 ローム状粒子（径 10~20)やや多焼土粒子微量

炭化物少呈
2 暗褐色 ローム状粒子やや多炭化物・焼土粒子微伍

ピット 35• 36 
1 暗褐色 ローム状粒子・炭化物少紐 しまり強い

2 暗褐色 ローム状粒子（径 10~20)やや多炭化物微塁

ピット 37
1 暗褐色 ローム状粒子（径 10)・焼土粒子少屈
2 暗褐色 ローム状粒子（径5)少鼠炭化物微紐
3 暗褐色 炭化物微屈砂粒やや多 ローム状粒子少蘇

第33図 2区第15、22~24、27~37、41、67~73号ピット
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ピット 2
l 暗褐色 ローム質プロック（径5)やや多炭化物や

や多焼土粒子微量

ピット 3
l 暗褐色 ローム質プロック（径 10~20)やや多炭

化物やや多
2 暗褐色 ローム質プロック（径5)やや多炭化物やや

多焼土粒子微紺

ピッ ト4
l 暗褐色 ローム質粒子多獄炭化物微量
2 暗褐色 ローム質プロック（径 10)多屈炭化物やや

多焼土粒子微磁
3 暗褐色 ロームプロック（径5)やや多炭化物微鼠

焼土粒子微

第34図 3区第 1~ 8、75号ピッ ト

2m  

＇ 1 :60 

ピッ ト5• 6 
l 暗褐色 ローム質プロック（径 10~20)やや

多炭化物やや多
2 暗褐色 ローム質プロック（径5)やや多炭

化物やや多焼土粒子微屈
3 暗褐色 ローム質プロック（径5)やや多

炭化物（径 10)少屈焼土粒子微岳

ピット 7
l 暗褐色 ローム質ブロック（径 10)多屈炭化

物やや多焼土粒子微量

ピッ ト8
l 暗褐色 ローム質プロック（径 10)多屈炭化

物やや多 焼士粒子微益

見いだせなかった原因として、何度か立て替えが

行われており、その際に、根石の撒去と再利用が

行われたと想定した。

ちなみに、根石に使用された岩石は片岩類が中

心であり、荒川の現河床あるいは旧河床に由来す

る段丘礫層からの採取と考えられる。

ピットの覆土については、炭化物や焼上は、あ

まり多くは含まれていなかった。

道光寺焼失時の地表面は、今回の調査でのピッ

トの確認面よりも高く、当時の柱はピットに埋め

込まれていたため、焼失時には柱の埋め込み部分

は炭化せず、その後に、比較的上位の部分は撹乱

を受けて消失したため、残された根石を持つピッ

トの覆土には、火災の痕跡が残存していなかった

と考えた。

以下では、ピット出土遺物について、記載する。

l ~3は、かわらけの皿である。いずれも底部

に回転糸切りが認められた。1は2区36号ピット

から、 2は4区3号ピットから、 3 は 2 区3~がこ゜

ットからそれぞれ検出した。

4は17世紀代の美濃灰釉小皿である。7は青銅

製の錘である。4と7は4区第18号ピットの覆土

で検出された。

5は17世紀代の美濃灰釉小皿である。2区第15

号ピットで検出された。

6は土師質の土錘である。4区第4併引こッ゚ トで

検出された。

8は18~19世紀代の美濃スリ鉢である。2区第

16号ピットで検出された。

9は18~19世紀代の焙烙である。5区第17号ピ

ットで検出された。

10は13世紀後半の常滑の甕である。6区第5号

ピットで検出された。

陶磁器類はいずれも微細な破片である。
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｀ ピット 1
l 暗褐色 炭化物微屈均質

ピット 2
l 暗褐色 ローム質粒子やや多

炭化物・焼土粒子微量

2 暗灰褐色 ローム質粒子やや多炭化物微量

ビット 3 • 4 
1 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物少贔

2 暗褐色 ローム質粒子少量

炭化物微贔焼土粒子少鼠

3 暗褐色 ローム質粒子少鼠

4 暗黄褐色 ローム質粒子多蟄
焼士 ・炭化物少鼠

5 暗褐色 ローム質粒子・炭化物少鼠

ピット 5
l 暗褐色 ローム質粒子やや多

炭化物微磁焼士粒子少獄

ピット 6• 7 
l 暗褐色 ローム質粒子少量炭化物微星

焼士粒子微贔
2 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物微鼠

ピッ ト8
1 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物微且
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ピット 9• 10 • 11 
1 暗黄褐色 ローム質粒子少星均質
2 暗褐色 ローム質粒子・焼士粒子微鼠

3 暗黄褐色 ローム質ブロック少獄
4 暗黄褐色 ローム質ブロックやや多

ピット 13
1 暗褐色 ローム状粒子やや多 白色粒子少屈

2 暗褐色 ローム質粒子少呈炭化物微量

ピット 14
1 暗褐色 ローム質粒子やや多焼土粒子少瓜

ピット 15
1 暗褐色 ローム質粒子少鼠炭化物微鼠

ピット 16
l 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物微醤

2 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物微屈

3 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物微鼠

ピット 17
I 暗灰褐色 白色粒子多量粘性強い
11 暗褐色 白色粒子多贔焼士粒子・礫少星

m 暗黄褐色地山ローム質
l 暗褐色 均質白色粒子少鼠

ピット 18
l 暗褐色 ローム質粒子・焼土粒子少量

ピッ ト19
l 暗褐色 ローム質粒子少爵炭化物微量

ピット 20
1 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物微量
2 暗褐色 ローム粒子少誠炭化物微煤

3 暗褐色 ローム質粒子・礫少屈焼土微呈

ピット 21• 22 
1 暗褐色砂礫・焼土多量
2 暗褐色 ローム質粒子やや多 炭化物微俎

3 暗褐色均質
4 暗褐色 ローム粒子少贔炭化物微量
5 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物微呈

6 暗褐色 ローム質粒子少星

ピット 23
l 暗褐色抜きとり痕ローム粒子少量焼士粒

子・炭化物微量

2 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物微贔
3 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物微俎

第35図 4区第 1~23号ピット
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ピット 24• 25 
1 暗褐色 ローム質粒子少凪炭化物微鼠
2 暗黄褐色 ローム質粒子少m
3 暗褐色 ローム質粒子多屈炭化物・焼土粒子少屈
4 暗褐色 ローム質粒子やや多炭化物少瓜

ピット 26• 27 • 45 
1 暗褐色 ローム質粒子少屈炭化物微屈
2 暗黄褐色 ローム質粒子やや多 炭化物微屈
3 暗褐色 ローム質粒子やや多
4 暗褐色 均質ローム質粒子少塁
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］ 暗褐色 ローム質粒子少鼠 炭化物微応
2 暗黄褐色 ローム質粒子多は

ピット 30• 31 • 32 
］ 暗褐色 ローム質粒子やや多
2 暗褐色 ローム質粒子少鼠
3 暗褐色 ローム質ブロックやや多
5 暗黄褐色 ローム質粒子主体

ローム粒子少量
ローム粒子少贔
均質 ローム粒子少磁
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ピット 46
1 暗褐色

ピット 47
l 暗褐色

ピット 48
1 暗褐色

ピット 52
1 暗褐色

＿A＿調査区守 ＿！  

言

F-llG PSS 

A l27.8m A' 

~m 1 :60 
ローム質粒子少屈 炭化物微鼠
粘性強い

ローム質粒子少磁 炭化物微屈

ローム質粒子多磁

ピット 51
1 暗灰褐色 白色粒子少屈炭化物微屈

ローム質粒子少呈 炭化物微屈

ピット 44• 56 
1 暗灰褐色 白色士粒子やや多
2 暗褐色 ローム質粒子少凪

第36図 4区第24~56号ピット
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ピッ トI• 2 
l 黄褐色均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム多屈炭化物 ・細砂少且

2 黄褐色均ー 中近世表土を主体とし、シル ト質ローム多品炭化物・細砂少幻

焼土粒子微呈 l 陪に比してローム少ない

3 黄褐色やや均ー中近世表土を主体とし、シルト質ローム焼土粒子微且炭
・ 化物少爵

4 黄褐色やや均ー 中近世表士を主体とし、シルト質ローム 炭化物・細砂少屈

焼土粒子微磁 3陪に比してローム多い

5 黄褐色やや均ー 中近世表士を主体とし、シルト質ローム 炭化物・細砂少屈

焼土粒子微拭 3層に比してローム更に多い

ピット 3 • 4 
1 黄褐色やや均ー 中近世表士を主体とし、シル ト質ローム 焼土・細砂少岱

2 黄褐色やや不均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム 焼土・細砂少量

1阻に比してローム多い
3 黄褐色均一柱痕シルト質ローム少呈炭化物・焼土粒子微量細砂少量

4 黄褐色やや均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム 炭化物・細砂微星

5 黄褐色やや均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム炭化物・細砂微量
4層に比してローム新鮮

ピット 5

l 黄褐色均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム多紐炭化物 ・焼士少紺

2 黄褐色やや不均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム多足炭化物 ・焼

土粒子少呈 1屑に比してローム多い
3 地山
4 黄褐色やや均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム多拭炭化物・焼士

粒子少罰） 1眉に比してローム小さい
5 黄褐色やや均ー 中近世表土を主体とし、シル ト質ローム多拭炭化物・焼士

粒子少量 1庖に比してロームやや小さい
6 黄褐色やや均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム多星炭化物・焼士

粒子少量 1層に比してロームやや小さい

ピット 6
l 黄褐色やや均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム細砂・焼土少紺

2 黄褐色やや均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム細砂 ・焼土少足

1層に比して炭化物多い
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ピット 7・8・9・ 10
l 黄褐色やや不均ー 中近世表土を主体とし、シル ト質ローム 炭化物・細砂少

紐柱痕は確認できず硬くしまる
3 黄褐色均ー 中近世表士を主体とし、シル ト質ローム 炭化物少屈
4 黄褐色均ー 中近世表士を主体とし、シル ト質ローム 炭化物・焼土粒子少量

2階に比してロームやや多い
5 黄褐色均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム少凪 かなり粘着

6 黄褐色均ー 中近世表土を主体とし、シル ト質ローム
7 黄褐色 均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム 6陪よりローム多い

ピッ ト16
l 黄褐色均ー 中近世表土を主体とし、シル ト質ローム炭化物微獄細砂少塁

2 黄褐色均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム炭化物微俎細砂少蘇

1層に比してロームやや少ない
3 黄褐色やや均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム多量炭化物・細砂

少岱
4 黄褐色やや均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム炭化物微凪細砂

少磁 2層に比してロームやや細かい

5 黄褐色やや不均ー 中近世表士を主体とし、シルト質ローム多屈炭化物・細

砂少屈 3 Icに比してロームやや新鮮

ピット 17• 18 
l 黄褐色均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム 炭化物・焼土粒子微量

細砂少星硬くしまる
2 黄褐色 やや均ー 中近世表士を主体とし、シルト質ローム多品）やや硬い

4 黄褐色不均ー 中近世表士を主体とし、シルト質ローム多菰炭化物

ピット 19
1 黄褐色やや均ー 中近世表士を主体とし、シルト質ローム炭化物・細砂・焼

土粒子少呈

ピット 20
1 黄褐色やや均ー中近世表士を主体とし、シルト質ローム炭化物少は細砂

2 黄褐色やや不均ー 中近世表土を主体とし、シルト質ローム多量細砂

第37図 5区第 1~21号ピット
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ピット 5
1 暗褐色 ローム質ブロック（径3)多岱焼士プロック（径3)やや多

ピット 6
1 暗褐色 ローム質プロック（径5)少屈

ピット 7
1 暗褐色 ローム状プロック（径3)多屈焼土粒子多量小礫多岱

ピット 8
1 暗褐色 ローム状粒子少屈焼土粒子やや多
2 暗黄褐色 砂粒やや多黄色土粒子少屈

ピッ ト9• 10 
1 暗灰褐色 ローム状粒子少鼠 白色粒少鼠
2 暗褐色 ローム質粒子少凪 ローム質プロック（径 10)やや多

焼士粒子やや多
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ピット 1
l 暗黄褐色 ローム質粒子少贔

ピット 2
1 暗褐色 ローム質ブロック（径5)やや多炭化物少団

ピット 3
l 暗褐色 ローム質プロック（径5)少爵
2 暗褐色 ローム質プロック（径3)やや多

ピット 4
1 暗褐色 ローム質ブロック（径3)やや多
2 暗黄褐色 ローム質粒子少鼠

ビット 11• 12 
l 暗褐色 白色粒子やや多礫少屈
2 暗褐色 白色粒子やや多 ローム質粒子少屈
3 暗褐色均質

ピット 13
1 暗褐色 ローム質プロック（径5)やや多
2 暗褐色 ローム質ブロック（径20)やや多

ピット 14
1 暗褐色均質ローム粒子少星

第38図 6区第 1~17号ピット
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v 調在のまとめ
1.検出した遺構と歴史的位置づけ
今回の発掘調査で検出した遺構は、古墳時代後

期の住居跡1軒、平安時代の住居跡3軒、土壊3

基、中・近世の竪穴状遺構4基、土壊42基、ピッ

ト293基、溝7本であった。また、遺構は検出で

きなかったが、縄文時代中期と後期の土器、石器

を検出した。以下に概要を説明する。

縄文時代については、中期加曽利EIII式期、お

よび後期加曽利B2式期の土器と石器を検出した。

土器片については、明確な遺構を伴うものではな

く、風化もある程度進行したものが見られた。

近くの中野遺跡では晩期の集落や石棒・石剣の

製作跡が検出されているが、おそらく、番戸遺跡

と中野遺跡の地形的な条件の違いが、居住に利用

されているか否かを決定づける要因であろう。す

なわち、背後の山から段丘面を経て川に臨む崖に

至る番戸遺跡のような地理的条件よりも、居住に

際しては、中野遺跡のように、ある程度山側の奥

まで谷戸が入り込む立地が好まれた結果であると

考えられる。

古墳時代に関しては、 7世紀初頭と考えられる

2.中・近世の遺構と道光寺
ここでは、番戸遺跡周辺の地域について、中世

から江戸時代にかけての動向を概観する中で、検

出した遺構を位置づけた。

一般的に見ても、 11~15世紀に関しては、居住

施設やH常雑器の検出例は乏しく、考古学的な検

討が十分にできる状況ではない。番戸遺跡につい

ても、 11~15世紀に関しては、遺物も遺構も殆ど

検出できず、唯一、 13世紀後半の常滑の大甕口縁

部破片が1点、 6区の第5号ピットから出土した

のみである。

当該地域は14世紀以前は岩田氏の領地であった

が、 141併Fに起きた上杉禅秀の乱の平定に対する

住居跡が1軒検出できた。住居跡が単独で存在し

ているとは考えがたいので、集落の中心はより北

側の荒川に近いところにあったと想定したい。

平安時代に関しては、 9世紀代の土壊が 3碁、

調査区の東側で検出され、 10世紀代になると同じ

く調査区の東側で、竪穴状遺構が4基検出されて

いる。平安時代の遺構については、岩田の牧との

関連が注目されるが、牧との関連を示す具体的な

遺物は、今回の調査では見いだすことができなか

った。また、柵列など直接的な牧との関連性を示

す遺構も見いだせなかった。ただし、今回の調査

で、牧が営まれたであろう時期に、当該地域に人

的な活動がある程度積極的に行われていた痕跡が

見いだされたことは、明記しておきたい。

中世から近世に関しては、土壊が42基、ピット

が293基検出できた。これらの中で多くのものに

ついては遺物が検出できなかったため、詳細な年

代が決定できない。しかし、検出場所、覆土の状

況、確認面の位置などから、中•近世の所産であ

ると判断した。

恩賞として、足利持氏から阿保氏に当該地域が与

えられた。その後、天文21年(1552年）阿保氏が北

条に滅ぼされたことによって、 15世紀代には藤田

氏の支配が始まった。

第45号土壊の一括遺物は、 16世紀前半に位置づ

けられることから、この藤田氏の支配にかかる時

期のものである。第45号土壊では、日常雑器、石

臼、製鉄関連遺物が一括して多数の礫とともに大

きな土壊に投入されていた。出土状況を観察する

と、礫に対して遺物の数量は極端に少なかったた

め、何らかの大規模な片づけの跡とは考えにくい。

おそらく、周辺の地表面に散乱していた礫や陶磁
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器の破片を廃棄した痕跡と見なすことができる。

16世紀代には、当該地域は二度の戦乱に巻き込

まれた。一つは、 16世紀半ばの秩父一乱で、秩父

孫次郎を中心とする在地土豪衆が高松城に立て籠

もり、後北条氏の進軍により鎮圧された事件であ

り、もう一つは、武田信玄の秩父侵入に伴う戦乱

である。その後16世紀後半以降は、北条氏の支配

に入ることとなる。

16世紀末には、前田氏の鉢形城攻めで鉢形城が

落城に、 17世紀以降は徳JII幕府の旗本領となった。

中近世遺物の大半は、この時期以降、主とし

て、 17世紀代と、 18世紀の後半から19世紀にかけ

てのものである。

道光寺についての伝承では、1707年に初代の梵

鐘が鋳造され、 享保年間 (1716~173団三）に火災

を受け、当時、山側にあった寺院が、 1752年に現

在の地に再建されたと伝えられている。17世紀初

頭には、幕府の寺請制度により多くの寺院が成立

しているが、道光寺の開基はおよそ 1世紀後のこ

とである。

旧道光寺に先行する17世紀代の遺物は、土壊や

ピットから検出されている。ピットの一つから検

、J． 
• ・ -— ・・
•. 
’. / 

Y.'. / 

出された青銅製の錘は、共伴した遺物の年代から

17世紀と推定した。道光寺の開基を18世紀初頭と

するならばこれに先行するものである。56g程度

の質量があることから、竿秤での計量の上限はl

kg疇であり、やや貴重なものの計量がある程度

の頻度で行われていたことが推定できる。

一方、 18世紀から19世紀にかけての遺物は、 4

基の竪穴状遺構と土壊、ピットから検出されてい

る。これらは移転前の旧道光寺と、移転後の道光

寺に伴う時代のものである。竪穴状遺構の一つか

らは、鉄砲の玉が検出された。径は12mm程度のも

のであり、狩猟などのために使用されたものであ

ると考えられる。

注目されるものは、 4区から多数検出された根

石を持ったピット群である。調査範囲が幅狭で、

配列の確認は困難であるが、移転前の道光寺が根

石を持った掘立柱建物である可能性が高いことか

ら、この痕跡であると判断できる。ただし、これ

らのピットからは、炭化物、焼土のまとまりは検

出できなかった。また、火災に伴う整地層も確認

できなかった。唯一、第21、22号土壊からは、被

熱した土壁状土製品が大量に出土しており、火災

第39図 旧道光寺の区画
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後の後かたづけを反映したものであると解釈した。

また、 3区と 4区の境界付近は緩やかな溝にな

っており、 6区の西側にも幾条かの溝が検出され

た。特に 3区と 4区の境界では、この溝を境界に

して、東側にはピットが少なく居住にかかる痕跡

と考えられる竪穴状遺構が見いだされ、西側では

根石を持ったピットが多数検出されていることか

ら、この溝を寺院域の境界と考えて良いであろう。

3.第21、22号土堀出土の壁土状土製品
第21、22号土壊から、壁土状を呈する土製品が

多数検出された（第28図・図版18-l ~10、19-

1~4)。この遺物は、古民家などで見られる土

壁に類似していた。

この壁土状土製品の特徴は、以下に示した 5点

である。

①原料に士が用いられている。

②板状の土製品である。

③弱い焼成を受けている。

④胎土が脆弱である。

⑤割竹を埋め込んだ痕跡が認められる。

通常の条件の下では、壁土は風化によって土や

粘土に戻ってしまうため、一定の形状を維持した

ままで遺物として残存することは少ない。しかし、

何らかの理由によって被熱すると粘土の持ってい

る構造水が失われ、再び粘土に戻りにくくなる。

今回の調査地点は、旧道光寺が焼失したという伝

承がある。 1B道光寺関連の施設が火災によって焼

失し、その際に土壁が被熱し、一部が壁土として

残存したと考えても矛盾はない。

ただし、検出した壁土状土製品が壁土であると

断定するためには、壁土状土製品と壁土一般の特

徴とが一致しなければならない。このような視点

から壁土状土製品を検討すると、この遺物が壁土

であると考えるには、 6つの問題点がある。

以下に、その問題点を列挙する。

①土壁は、骨組みに竹を編んだものを用い

ることが一般的であるが、遺物を観察す

ると、縦方向の竹の痕跡は認められるが、

横方向の竹の痕跡が殆ど認められない。

②壁土であれば、縦横の骨組みを紐で結ん

で補強することが一般的であるが、遺物

を観察すると、紐で結んだ痕跡が殆ど認

められない。

③同様に、縦方向の骨組み同士についても、

通常は連結することが多いと考えられる

が、遺物を観察するとその痕跡は殆ど認

められない。

④壁土であれば、外側には平面が認められ、

内側は構造材が入るかあるいは割れ口と

なるはずであるが、遺物を観察すると、

縦方向の構造材の間に面が認められる。

つまり表裏ともに割口ではなく、成形さ

れた面が存在している。

⑤壁土であれば、土同士の接着のために、

大量のスサをすき込むことが一般的であ

るが、遺物を観察してもスサの痕跡が極

めて少ない。

⑥壁土であれば、壁の面は平面であるが、

遺物を観察すると、いずれにも肉眼で識

別できる程度の湾曲が認められる。

⑦壁土は、通常、生土であり焼成を経ない

はずであるが、壁土状土製品を観察する

と、弱い焼成を受けている。

①については、竹は木材以上に柔軟な素材であ

るので、特定方向だけの竹材で骨組みを作ってし

まうと、構造物が脆弱化する。これを防ぐために

は、異なった方向の竹材を組み合わせる必要があ

り、この理由から通常の土壁は、少なくとも縦横

の二方向の竹材を組み合わせて使用していると考

えられる。

今回検出した壁土状土製品では、縦方向の骨組
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みは顕著に認められるが、これと直行する横方向

の骨組みについては、殆ど認めることができない。

このような条件で成立する壁としては、面的に大

きな広がりを持った壁ではなく、細長い長方形の

壁が想定可能である。細長ければ、短辺と並行す

る方向の骨組みについては、大幅に省略すること

が可能である。

②については、①の理由によって横方向の材が

少ないと考えれば、結束の痕跡も少なくなり、観

察した事実と大きな矛盾はない。

③についても、土壁自体がさほど大きいもので

はないと想定すると、縦方向の骨組み同士を結束

しない場合でも、ある租度の外力には耐えられる

と考えられる。

④については、通常の土壁のように竹材を挟ん

で両側に壁上が塗られるのではなく、奥に板状の

平面があり、この板状の平面の手前に竹材が組ん

であり、このような状況の元で士壁を作成したと

考えれば、壁土の裏表両側に一定の平面ができる

事となり、観察した事実と大きな矛盾はない。た

だし、このような二重の積層構造を持った壁を作

らなければならない必然性が、小規模な仏教寺院

の建築の中で生じる事の可能性については、明確

に答えることができない。

⑤については、土壁の強度の問題もあり、良好

な説明を行うことが困難である。ただし、④で説

明したように、奥に既に壁があり、その表面に改

めて壁を作るような構造であれば、手前の壁につ

いては化粧性を重視してスサの含有量を減らし、

表面が平滑な美しい仕上がり状況の壁を作ったと

考えても良いであろう。

⑥については、小規模な仏教寺院の建築の中で、

大きく弧を描く比較的小規模で縦長の壁があるな

らば、問題ないと考えられる。現段階では、この

ような構造物は見いだせていない。

⑦については、先にもふれたように旧道光寺焼

失の伝承から、壁土が火災によって被熱し、土製

品として残存したと考えても問題はないであろう。

以上のように、壁土状土製品と呼称した当該遺

物群について、通常の構造を持った土壁の一部分

であるとは言い難い問題点が7点あり、これらの

問題点について、完全に納得しうる回答を提出す

ることは困難であった。

現段階では当該遺物について、旧道光寺の火災

によって土壁が焼け崩れ、その一部の壁土が土壊

に廃棄されたものであると推定したが、既に問題

点を指摘したように、壁土であると断定すること

はできなかった。

最後に、第21、22号土壊に見られた、土壁状土

製品の靡棄行為について検討した。

本文28頁第27図および、写真図版7-5~8に

示したように、壁土状土製品は、土壊の覆土中か

ら検出された。

土壊の形態は円形であり、土壊底部の外周には

円形の溝が巡っていた。壁土状土製品は、土壊覆

土の比較的下層から検出され、これらの層位には

炭化物、灰、焼土も多量に含まれていた。また、

陶磁器の破片も多少含まれていた。礫も第21号土

壊では底面中央付近に多少、第22号土壊では底面

片隅に少量含まれていた。覆土の大半はこのよう

に壁土状土製品を含んだ土砂で埋め戻されていた

が、 一部分は地山の土で埋め戻されていた。

この状況から、火災後の一括廃棄が想定できる。

共伴する礫が扁平で、ピット出土の根石と同質で

あった点も矛盾しない。ただし、土壊の形状につ

いては、焼け跡の廃棄をするならばより大型の土

壊を掘削する方が効率がよいと考えられる。つま

り、廃棄のために掘削された土壊ではなく、既に

使用されていた上壊が、火災の後始末に転用され

たと考えるべきであろう。士壊底面外周の溝も、

本来の用途に関係する施設であろう。覆土の一部

が地山の埋め戻しであったことを考えると、土壊

底面外周の溝に木材が埋め込まれ、更にその外側

が土で埋め戻されていた状況も想定可能である。
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